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平成28年第３回菊陽町議会定例会（９月議会）終わる ≪認定５件・議案８件・報告２件≫

　　　　　　　　平成27年度決算認定される
町財政は健全状態

　平成28年第３回菊陽町議会定例会（９月議会）は９月２日から同月13日まで開会された。認
定５件、議案８件、報告２件が上程され、全てが認定、可決及び了承された。
　中心となった案件は平成27年度決算で、賛成多数により認定された。本誌では、主に監査委
員と決算審議の報告を通して本町の財政の現状を分析してみた。
　
　まず、歳入（収入）の構成は以下に見るように、わが町の財政は他の自治体等に比べて、自
主性・独立性の高いものとなっている。

歳入 （本町財政）自主財源の比率が高い

県・全国は依存財源の比率が高い

☆自主財源≪町が自力で調達できる財源≫と依存財源≪国・県等に頼る財源≫

割 合収入済額　【円】種 別割 合収入済額　【円】種 別

 13.34 1,906,389,228国庫支出金43.166,166,638,033町税

10.031,432,900,000町債5.69812,957,767繰越金

6.46922,495,454県支出金2.65379,099,276分担金

5.47782,171,000地方交付税2.14305,984,223財産収入

5.11729,849,000地方消費税交付金1.64 234,000,000繰入金

1.39198,997,000地方譲与税1.10157,225,386使用料手数料

0.2535,757,000地方特例交付金0.87124,011,940諸収入

0.6889,697,476その他0.023,006,000寄付金

42.736,104,459,858計57.278,182,922,625計

14,287,382,483 （100）合　計

依存財源自主財源

（監査委員審査意見書より）

本町は平成27年度、県・国は平成26年
度の数字であるが、過去4年間を見て
も、自主財源と依存財源の比率はいずれ
もほぼ同じような比率で推移している。

48.035.2自主財源比率

52.064.8依存財源比率

全国熊本県H26年度

【上記の表の説明】
◎財政力指数
財政力の強弱を示す。1に近いほど財源に余

裕がある。

◎経常収支比率
低ければ低いほど、財政の弾力性（新規事業

等を起こす能力）は大きい。優れた財政構造

である。

インフラ未整備時代には70～75％が望まし

いとされていたが、現在では類似団体の平均

値は88.4％である。

◎公債費負担比率
公債費（借金）がどの程度一般財源の使い道

の自由さを制約しているかを見る指標で、財

政構造の弾力性をはかるものである。

15％以内が望ましい。

◎標準財政規模
地方公共団体が普通の状態で収入する財源の規

模を示す。町税・地方譲与税・各種交付金・

普通交付税・臨時財政対策債等の合計額。

歳
出

◆財政の強弱及び柔軟性をはかる主要財政指標の年度別推移　     （監査委員審査意見書より）

84．5 15．80．92 7，967，798H23

82．9 16．20．91 8，116，36424

84．7 12．60．93 8，202，01725

81．7 13．10．93 8，160，07626

83．1 16．10．92 8，258，99227

経常収支比率 公債費負担比率財政力指数 標準財政規模（千円）
財
政
の
強
さ
と
柔
軟
性
も
基
準
以
上

【町監査委員の主な指摘】
◎本町の財政は他自治体に比べて強く、柔軟性がある

が、国の施策の動向（新3本の矢・臨時財政対策債な

ど）に配慮した運用が望まれる。

◎平成28年度は、熊本地震による災害復旧・復興費が

入ってくるが、地方債発行は財源が補償されている

ものではないので、注意を要する。

議会費
1% 総務費
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予備費
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  0.9 127,194,873議会費

 19.1 2,824,139,900総務費

 31.5 4,651,682,663民生費

  6.7   989,618,014衛生費

  0.0     3,312,954労働費

  1.6  233,913,090農林水産業費

  1.7  245,349,220商工費

  9.7 1,424,465,630土木費

  2.4   359,402,120消防費

 18.3 2,703,059,850教育費

  0.1    13,460,831災害復旧費

  8.0 1,183,028,465公債費

0.0 0予備費

100.014,758,627,610合　　計

構成比金　額（円）支出費目別

民生費・教育費・総務費・公債費
　　　　土木費で歳出の84％

平成27年度分野別支出額及び構成比

平成27年度支出構成比　　　　　　 
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等を起こす能力）は大きい。優れた財政構造

である。

インフラ未整備時代には70～75％が望まし

いとされていたが、現在では類似団体の平均

値は88.4％である。

◎公債費負担比率
公債費（借金）がどの程度一般財源の使い道

の自由さを制約しているかを見る指標で、財

政構造の弾力性をはかるものである。

15％以内が望ましい。

◎標準財政規模
地方公共団体が普通の状態で収入する財源の規

模を示す。町税・地方譲与税・各種交付金・

普通交付税・臨時財政対策債等の合計額。

歳
出

◆財政の強弱及び柔軟性をはかる主要財政指標の年度別推移　     （監査委員審査意見書より）

84．5 15．80．92 7，967，798H23

82．9 16．20．91 8，116，36424

84．7 12．60．93 8，202，01725

81．7 13．10．93 8，160，07626

83．1 16．10．92 8，258，99227

経常収支比率 公債費負担比率財政力指数 標準財政規模（千円）
財
政
の
強
さ
と
柔
軟
性
も
基
準
以
上

【町監査委員の主な指摘】
◎本町の財政は他自治体に比べて強く、柔軟性がある

が、国の施策の動向（新3本の矢・臨時財政対策債な

ど）に配慮した運用が望まれる。

◎平成28年度は、熊本地震による災害復旧・復興費が

入ってくるが、地方債発行は財源が補償されている

ものではないので、注意を要する。

議会費
1% 総務費

19%

民生費
31%

衛生費
7%

労働費
0%農林水産業費

2%

商工費
2%

土木費
10%

消防費
2%

教育費
18%

公債費
8%

予備費
0%

災害復旧費
0%

  0.9 127,194,873議会費

 19.1 2,824,139,900総務費

 31.5 4,651,682,663民生費

  6.7   989,618,014衛生費

  0.0     3,312,954労働費

  1.6  233,913,090農林水産業費

  1.7  245,349,220商工費

  9.7 1,424,465,630土木費

  2.4   359,402,120消防費

 18.3 2,703,059,850教育費

  0.1    13,460,831災害復旧費

  8.0 1,183,028,465公債費

0.0 0予備費

100.014,758,627,610合　　計

構成比金　額（円）支出費目別

民生費・教育費・総務費・公債費
　　　　土木費で歳出の84％

平成27年度分野別支出額及び構成比

平成27年度支出構成比　　　　　　 
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　今
回
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
認
定
５
件
、
議
案
６
件
、
報
告
２
件
、
発
議
１
件
、
選
挙
１

件
の
15
件
で
あ
っ
た
。
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興
関
係
の
議
案
は
６
月
定
例

会
と
そ
の
後
２
回
の
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
の
で
、
９
月
定
例
会
は
通
常
ど
お
り
平
成
27
年

度
決
算
の
審
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
会
期
は
９
月
２
日
か
ら
同
月
13
日
ま
で
。

◇
認
定
第
１
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　教
育
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
支
援
事
業
な
ど
評
価
で

き
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

非
正
規
職
員
の
比
率
が
高
く

正
規
職
員
の
負
担
が
重
す
ぎ

る
。
同
和
団
体
助
成
金
は
根

拠
法
が
失
効
し
て
い
る
以
上

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
申
請

者
が
１
割
弱
で
費
用
対
効
果

が
伴
わ
ぬ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
の
支
出
は
問
題
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　教
育
・
健
康
・
福
祉
・
生

活
基
盤
や
防
災
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
限
ら
れ
た
財
源
を

も
と
に
効
率
的
・
効
果
的
に

事
業
が
進
め
ら
れ
、
暮
し
や

す
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

　本
町
の
財
政
構
造
は
次
の

諸
点
で
他
自
治
体
に
比
べ
て

優
れ
て
い
る
。
財
政
規
模
が

拡
張
を
続
け
、
弾
力
性
に
富

む
構
造
を
持
ち
、
自
主
財
源

の
比
率
が
高
く
、
他
自
治
体

に
比
し
て
強
い
財
政
力
を
保

持
し
て
い
る
。

　こ
の
財
政
基
盤
の
継
続
に

配
慮
し
つ
つ
、
災
害
復
旧
復

興
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
中
央

公
民
館
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
の
夢
あ
る
展
開
を
期

待
す
る
。《

賛
成
討
論
》
甲
斐

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
２
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
認
定
第
３
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
税
は
高
す

ぎ
て
、
年
金
生
活
者
や
失
業

者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
で
も
税
負
担
を

軽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　国
民
健
康
保
険
事
業
は
低

所
得
者
の
加
入
割
合
や
前
期

高
齢
者
の
加
入
が
多
い
と
い

う
構
造
的
問
題
が
あ
り
、医

療
費
が
年
々
拡
大
す
る
中
で

も
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　病
気
の
早
期
発
見
や
健
康

管
理
の
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク

へ
の
助
成
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
医
療
費
の
削
減
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
４
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
５
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
議
案
第
38
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
承
認
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
39
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
憶
１
，７
７
３
万
９
，０
０

０
円
を
追
加
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
６
４
憶
８
，

３
２
５
万
３
，０
０
０
円
と

定
め
る
も
の
で
、
数
件
の
質

疑
後
、
災
害
ゴ
ミ
受
け
入
れ

の
継
続
を
確
認
し
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
40
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　８
，４
２
５
万
２
，０
０
０

円
を
追
加
、
総
額
を
42
憶

５
，０
４
５
万
７
，０
０
０
円

と
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
41
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　８
，５
４
４
万
４
，０
０
０

円
を
追
加
、総
額
を
23
憶
９
，

７
０
８
万
１
，０
０
０
円
と

す
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
42
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
43
号

区
域
外
に
お
け
る
他
の
団
体

の
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　株
式
会
社
ア
イ
デ
ィ
エ
ス

を
道
明
区
に
誘
致
す
る
に
あ

た
り
、
下
水
道
を
隣
接
の
益

城
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
な

げ
れ
ば
、
自
然
流
下
が
可
能

と
な
り
、
下
水
施
設
設
置
費

の
節
減
が
可
能
に
な
る
。
施

設
利
用
に
つ
き
益
城
町
の
内

諾
も
得
た
。
両
町
の
議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
発
議
第
２
号

坂
本
秀
則
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議（
案
）に
つ
い
て

　北
山
正
樹
議
員
外
６
人
の

議
員
が
提
出
。「
飲
酒
・
酒

気
帯
び
運
転
を
し
た
ら
速
や

か
に
辞
職
す
べ
し
」
と
の
趣

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決

議
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
べ
き
で
あ
る
、
議
会
へ
の
信

頼
を
回
復
し
た
い
、
坂
本
君

の
議
員
継
続
は
議
員
の
公
の

責
務
に
悖
（
も
と
）
る
も
の

で
あ
る
、を
提
案
理
由
と
し
た
。

決
議
案
提
出
は
５
回
目
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

《
選
挙
管
理
委
員
》

　松
村
秀
俊

　
　村
上
建
二

　深
水
登
代
美

　北
岡

　清

《
補
充
員
》     

　吉
村
光
裕

　
　種
村
哲
文

　堀
川
正
信

　
　酒
井

　恵

【
全
員
異
議
な
し
】

◇
報
告
第
３
号

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

菊
陽
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
異
常
を
認
め
ず
健
全
】

◇
報
告
第
４
号

株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

全
案
件
を
可
決
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　今
回
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
認
定
５
件
、
議
案
６
件
、
報
告
２
件
、
発
議
１
件
、
選
挙
１

件
の
15
件
で
あ
っ
た
。
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興
関
係
の
議
案
は
６
月
定
例

会
と
そ
の
後
２
回
の
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
の
で
、
９
月
定
例
会
は
通
常
ど
お
り
平
成
27
年

度
決
算
の
審
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
会
期
は
９
月
２
日
か
ら
同
月
13
日
ま
で
。

◇
認
定
第
１
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　教
育
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
支
援
事
業
な
ど
評
価
で

き
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

非
正
規
職
員
の
比
率
が
高
く

正
規
職
員
の
負
担
が
重
す
ぎ

る
。
同
和
団
体
助
成
金
は
根

拠
法
が
失
効
し
て
い
る
以
上

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
申
請

者
が
１
割
弱
で
費
用
対
効
果

が
伴
わ
ぬ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
の
支
出
は
問
題
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　教
育
・
健
康
・
福
祉
・
生

活
基
盤
や
防
災
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
限
ら
れ
た
財
源
を

も
と
に
効
率
的
・
効
果
的
に

事
業
が
進
め
ら
れ
、
暮
し
や

す
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

　本
町
の
財
政
構
造
は
次
の

諸
点
で
他
自
治
体
に
比
べ
て

優
れ
て
い
る
。
財
政
規
模
が

拡
張
を
続
け
、
弾
力
性
に
富

む
構
造
を
持
ち
、
自
主
財
源

の
比
率
が
高
く
、
他
自
治
体

に
比
し
て
強
い
財
政
力
を
保

持
し
て
い
る
。

　こ
の
財
政
基
盤
の
継
続
に

配
慮
し
つ
つ
、
災
害
復
旧
復

興
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
中
央

公
民
館
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
の
夢
あ
る
展
開
を
期

待
す
る
。《

賛
成
討
論
》
甲
斐

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
２
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
認
定
第
３
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
税
は
高
す

ぎ
て
、
年
金
生
活
者
や
失
業

者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
で
も
税
負
担
を

軽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　国
民
健
康
保
険
事
業
は
低

所
得
者
の
加
入
割
合
や
前
期

高
齢
者
の
加
入
が
多
い
と
い

う
構
造
的
問
題
が
あ
り
、医

療
費
が
年
々
拡
大
す
る
中
で

も
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　病
気
の
早
期
発
見
や
健
康

管
理
の
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク

へ
の
助
成
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
医
療
費
の
削
減
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
４
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
５
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
議
案
第
38
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
承
認
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
39
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
憶
１
，７
７
３
万
９
，０
０

０
円
を
追
加
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
６
４
憶
８
，

３
２
５
万
３
，０
０
０
円
と

定
め
る
も
の
で
、
数
件
の
質

疑
後
、
災
害
ゴ
ミ
受
け
入
れ

の
継
続
を
確
認
し
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
40
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　８
，４
２
５
万
２
，０
０
０

円
を
追
加
、
総
額
を
42
憶

５
，０
４
５
万
７
，０
０
０
円

と
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
41
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　８
，５
４
４
万
４
，０
０
０

円
を
追
加
、総
額
を
23
憶
９
，

７
０
８
万
１
，０
０
０
円
と

す
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
42
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
43
号

区
域
外
に
お
け
る
他
の
団
体

の
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　株
式
会
社
ア
イ
デ
ィ
エ
ス

を
道
明
区
に
誘
致
す
る
に
あ

た
り
、
下
水
道
を
隣
接
の
益

城
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
な

げ
れ
ば
、
自
然
流
下
が
可
能

と
な
り
、
下
水
施
設
設
置
費

の
節
減
が
可
能
に
な
る
。
施

設
利
用
に
つ
き
益
城
町
の
内

諾
も
得
た
。
両
町
の
議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
発
議
第
２
号

坂
本
秀
則
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議（
案
）に
つ
い
て

　北
山
正
樹
議
員
外
６
人
の

議
員
が
提
出
。「
飲
酒
・
酒

気
帯
び
運
転
を
し
た
ら
速
や

か
に
辞
職
す
べ
し
」
と
の
趣

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決

議
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
べ
き
で
あ
る
、
議
会
へ
の
信

頼
を
回
復
し
た
い
、
坂
本
君

の
議
員
継
続
は
議
員
の
公
の

責
務
に
悖
（
も
と
）
る
も
の

で
あ
る
、を
提
案
理
由
と
し
た
。

決
議
案
提
出
は
５
回
目
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

《
選
挙
管
理
委
員
》

　松
村
秀
俊

　
　村
上
建
二

　深
水
登
代
美

　北
岡

　清

《
補
充
員
》     

　吉
村
光
裕

　
　種
村
哲
文

　堀
川
正
信

　
　酒
井

　恵

【
全
員
異
議
な
し
】

◇
報
告
第
３
号

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

菊
陽
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
異
常
を
認
め
ず
健
全
】

◇
報
告
第
４
号

株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

全
案
件
を
可
決

平成28年第3回菊陽町議会定例会議案に関する各議員の賛否一覧表

 付議事件

議案第３９号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第５号）について

議案第４０号 平成28年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第４１号 平成28年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第４２号 平成28年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第４３号 区域外における他の団体の公の施設の利用に関する協議について

認 定 第 １号 平成27年度菊陽町一般会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ２ 号 平成27年度菊陽町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ３ 号 平成27年度菊陽町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ４ 号 平成27年度菊陽町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ５ 号 平成27年度菊陽町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第３８号 平成27年度菊陽町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

発 議 第 ２ 号 坂本秀則議員に対する辞職勧告決議（案）について

■賛否表 ○は賛成　●は反対　棄は棄権　除は除斥　欠は欠席　早は早退

議案番号等
結

　果

表決数 大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡　本

吉

　山

北

　山

坂
本
秀

石

　原

岩

　下

大

　塚

川

　俣

上

　田

小

　林

甲

　斐賛成 反対

議案３９号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４０号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４１号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４２号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４３号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 １ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ２ 号 認定 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 ３ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ４ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ５ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案３８号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議 ２ 号 可決 16:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・承認・認定　　　※報告は採決がないため削除
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　今
回
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
認
定
５
件
、
議
案
６
件
、
報
告
２
件
、
発
議
１
件
、
選
挙
１

件
の
15
件
で
あ
っ
た
。
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興
関
係
の
議
案
は
６
月
定
例

会
と
そ
の
後
２
回
の
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
の
で
、
９
月
定
例
会
は
通
常
ど
お
り
平
成
27
年

度
決
算
の
審
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
会
期
は
９
月
２
日
か
ら
同
月
13
日
ま
で
。

◇
認
定
第
１
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　教
育
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
支
援
事
業
な
ど
評
価
で

き
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

非
正
規
職
員
の
比
率
が
高
く

正
規
職
員
の
負
担
が
重
す
ぎ

る
。
同
和
団
体
助
成
金
は
根

拠
法
が
失
効
し
て
い
る
以
上

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
申
請

者
が
１
割
弱
で
費
用
対
効
果

が
伴
わ
ぬ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
の
支
出
は
問
題
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　教
育
・
健
康
・
福
祉
・
生

活
基
盤
や
防
災
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
限
ら
れ
た
財
源
を

も
と
に
効
率
的
・
効
果
的
に

事
業
が
進
め
ら
れ
、
暮
し
や

す
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

　本
町
の
財
政
構
造
は
次
の

諸
点
で
他
自
治
体
に
比
べ
て

優
れ
て
い
る
。
財
政
規
模
が

拡
張
を
続
け
、
弾
力
性
に
富

む
構
造
を
持
ち
、
自
主
財
源

の
比
率
が
高
く
、
他
自
治
体

に
比
し
て
強
い
財
政
力
を
保

持
し
て
い
る
。

　こ
の
財
政
基
盤
の
継
続
に

配
慮
し
つ
つ
、
災
害
復
旧
復

興
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
中
央

公
民
館
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
の
夢
あ
る
展
開
を
期

待
す
る
。《

賛
成
討
論
》
甲
斐

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
２
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
認
定
第
３
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
税
は
高
す

ぎ
て
、
年
金
生
活
者
や
失
業

者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
で
も
税
負
担
を

軽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　国
民
健
康
保
険
事
業
は
低

所
得
者
の
加
入
割
合
や
前
期

高
齢
者
の
加
入
が
多
い
と
い

う
構
造
的
問
題
が
あ
り
、医

療
費
が
年
々
拡
大
す
る
中
で

も
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　病
気
の
早
期
発
見
や
健
康

管
理
の
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク

へ
の
助
成
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
医
療
費
の
削
減
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
４
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
５
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
議
案
第
38
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
承
認
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
39
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
憶
１
，７
７
３
万
９
，０
０

０
円
を
追
加
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
６
４
憶
８
，

３
２
５
万
３
，０
０
０
円
と

定
め
る
も
の
で
、
数
件
の
質

疑
後
、
災
害
ゴ
ミ
受
け
入
れ

の
継
続
を
確
認
し
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
40
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　８
，４
２
５
万
２
，０
０
０

円
を
追
加
、
総
額
を
42
憶

５
，０
４
５
万
７
，０
０
０
円

と
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
41
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　８
，５
４
４
万
４
，０
０
０

円
を
追
加
、総
額
を
23
憶
９
，

７
０
８
万
１
，０
０
０
円
と

す
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
42
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
43
号

区
域
外
に
お
け
る
他
の
団
体

の
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　株
式
会
社
ア
イ
デ
ィ
エ
ス

を
道
明
区
に
誘
致
す
る
に
あ

た
り
、
下
水
道
を
隣
接
の
益

城
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
な

げ
れ
ば
、
自
然
流
下
が
可
能

と
な
り
、
下
水
施
設
設
置
費

の
節
減
が
可
能
に
な
る
。
施

設
利
用
に
つ
き
益
城
町
の
内

諾
も
得
た
。
両
町
の
議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
発
議
第
２
号

坂
本
秀
則
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議（
案
）に
つ
い
て

　北
山
正
樹
議
員
外
６
人
の

議
員
が
提
出
。「
飲
酒
・
酒

気
帯
び
運
転
を
し
た
ら
速
や

か
に
辞
職
す
べ
し
」
と
の
趣

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決

議
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
べ
き
で
あ
る
、
議
会
へ
の
信

頼
を
回
復
し
た
い
、
坂
本
君

の
議
員
継
続
は
議
員
の
公
の

責
務
に
悖
（
も
と
）
る
も
の

で
あ
る
、を
提
案
理
由
と
し
た
。

決
議
案
提
出
は
５
回
目
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

《
選
挙
管
理
委
員
》

　松
村
秀
俊

　
　村
上
建
二

　深
水
登
代
美

　北
岡

　清

《
補
充
員
》     

　吉
村
光
裕

　
　種
村
哲
文

　堀
川
正
信

　
　酒
井

　恵

【
全
員
異
議
な
し
】

◇
報
告
第
３
号

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

菊
陽
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
異
常
を
認
め
ず
健
全
】

◇
報
告
第
４
号

株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

全
案
件
を
可
決
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　今
回
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
認
定
５
件
、
議
案
６
件
、
報
告
２
件
、
発
議
１
件
、
選
挙
１

件
の
15
件
で
あ
っ
た
。
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興
関
係
の
議
案
は
６
月
定
例

会
と
そ
の
後
２
回
の
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
の
で
、
９
月
定
例
会
は
通
常
ど
お
り
平
成
27
年

度
決
算
の
審
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
会
期
は
９
月
２
日
か
ら
同
月
13
日
ま
で
。

◇
認
定
第
１
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　教
育
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
支
援
事
業
な
ど
評
価
で

き
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

非
正
規
職
員
の
比
率
が
高
く

正
規
職
員
の
負
担
が
重
す
ぎ

る
。
同
和
団
体
助
成
金
は
根

拠
法
が
失
効
し
て
い
る
以
上

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
申
請

者
が
１
割
弱
で
費
用
対
効
果

が
伴
わ
ぬ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関

連
の
支
出
は
問
題
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　教
育
・
健
康
・
福
祉
・
生

活
基
盤
や
防
災
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
限
ら
れ
た
財
源
を

も
と
に
効
率
的
・
効
果
的
に

事
業
が
進
め
ら
れ
、
暮
し
や

す
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

　本
町
の
財
政
構
造
は
次
の

諸
点
で
他
自
治
体
に
比
べ
て

優
れ
て
い
る
。
財
政
規
模
が

拡
張
を
続
け
、
弾
力
性
に
富

む
構
造
を
持
ち
、
自
主
財
源

の
比
率
が
高
く
、
他
自
治
体

に
比
し
て
強
い
財
政
力
を
保

持
し
て
い
る
。

　こ
の
財
政
基
盤
の
継
続
に

配
慮
し
つ
つ
、
災
害
復
旧
復

興
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
中
央

公
民
館
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
の
夢
あ
る
展
開
を
期

待
す
る
。《

賛
成
討
論
》
甲
斐

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
２
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
認
定
第
３
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
税
は
高
す

ぎ
て
、
年
金
生
活
者
や
失
業

者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
で
も
税
負
担
を

軽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
討
論
》
小
林

　国
民
健
康
保
険
事
業
は
低

所
得
者
の
加
入
割
合
や
前
期

高
齢
者
の
加
入
が
多
い
と
い

う
構
造
的
問
題
が
あ
り
、医

療
費
が
年
々
拡
大
す
る
中
で

も
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　病
気
の
早
期
発
見
や
健
康

管
理
の
た
め
の
人
間
ド
ッ
ク

へ
の
助
成
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
医
療
費
の
削
減
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

《
賛
成
討
論
》
上
田

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
４
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
認
定
第
５
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

◇
議
案
第
38
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
の
承
認
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
39
号

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
憶
１
，７
７
３
万
９
，０
０

０
円
を
追
加
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
６
４
憶
８
，

３
２
５
万
３
，０
０
０
円
と

定
め
る
も
の
で
、
数
件
の
質

疑
後
、
災
害
ゴ
ミ
受
け
入
れ

の
継
続
を
確
認
し
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
40
号

平
成
27
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　８
，４
２
５
万
２
，０
０
０

円
を
追
加
、
総
額
を
42
憶

５
，０
４
５
万
７
，０
０
０
円

と
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
41
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　８
，５
４
４
万
４
，０
０
０

円
を
追
加
、総
額
を
23
憶
９
，

７
０
８
万
１
，０
０
０
円
と

す
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
42
号

平
成
28
年
度
菊
陽
町
下
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
議
案
第
43
号

区
域
外
に
お
け
る
他
の
団
体

の
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　株
式
会
社
ア
イ
デ
ィ
エ
ス

を
道
明
区
に
誘
致
す
る
に
あ

た
り
、
下
水
道
を
隣
接
の
益

城
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
な

げ
れ
ば
、
自
然
流
下
が
可
能

と
な
り
、
下
水
施
設
設
置
費

の
節
減
が
可
能
に
な
る
。
施

設
利
用
に
つ
き
益
城
町
の
内

諾
も
得
た
。
両
町
の
議
会
の

議
決
が
必
要
で
あ
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
発
議
第
２
号

坂
本
秀
則
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議（
案
）に
つ
い
て

　北
山
正
樹
議
員
外
６
人
の

議
員
が
提
出
。「
飲
酒
・
酒

気
帯
び
運
転
を
し
た
ら
速
や

か
に
辞
職
す
べ
し
」
と
の
趣

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決

議
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
べ
き
で
あ
る
、
議
会
へ
の
信

頼
を
回
復
し
た
い
、
坂
本
君

の
議
員
継
続
は
議
員
の
公
の

責
務
に
悖
（
も
と
）
る
も
の

で
あ
る
、を
提
案
理
由
と
し
た
。

決
議
案
提
出
は
５
回
目
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

《
選
挙
管
理
委
員
》

　松
村
秀
俊

　
　村
上
建
二

　深
水
登
代
美

　北
岡

　清

《
補
充
員
》     

　吉
村
光
裕

　
　種
村
哲
文

　堀
川
正
信

　
　酒
井

　恵

【
全
員
異
議
な
し
】

◇
報
告
第
３
号

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

菊
陽
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
異
常
を
認
め
ず
健
全
】

◇
報
告
第
４
号

株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　株
式
会
社
さ
ん
ふ
れ
あ
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

全
案
件
を
可
決

平成28年第3回菊陽町議会定例会議案に関する各議員の賛否一覧表

 付議事件

議案第３９号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第５号）について

議案第４０号 平成28年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第４１号 平成28年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第４２号 平成28年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第４３号 区域外における他の団体の公の施設の利用に関する協議について

認 定 第 １号 平成27年度菊陽町一般会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ２ 号 平成27年度菊陽町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ３ 号 平成27年度菊陽町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ４ 号 平成27年度菊陽町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ５ 号 平成27年度菊陽町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第３８号 平成27年度菊陽町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

発 議 第 ２ 号 坂本秀則議員に対する辞職勧告決議（案）について

■賛否表 ○は賛成　●は反対　棄は棄権　除は除斥　欠は欠席　早は早退

議案番号等
結

　果

表決数 大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡　本

吉

　山

北

　山

坂
本
秀

石

　原

岩

　下

大

　塚

川

　俣

上

　田

小

　林

甲

　斐賛成 反対

議案３９号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４０号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４１号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４２号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案４３号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 １ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ２ 号 認定 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 定 ３ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ４ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定 ５ 号 認定 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案３８号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議 ２ 号 可決 16:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・承認・認定　　　※報告は採決がないため削除
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多
彩
な
質
疑
と
視
察

常
任
委
員
会
報
告

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

北小体育館の修復状況

中部小体育館天井耐震化工事完工状況

株式会社アイディエス建設現場の視察

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

上井手の仮修復の現場

6No.89

多
彩
な
質
疑
と
視
察

常
任
委
員
会
報
告

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

北小体育館の修復状況

中部小体育館天井耐震化工事完工状況

株式会社アイディエス建設現場の視察

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

上井手の仮修復の現場
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多
彩
な
質
疑
と
視
察

常
任
委
員
会
報
告

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

北小体育館の修復状況

中部小体育館天井耐震化工事完工状況

株式会社アイディエス建設現場の視察

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

上井手の仮修復の現場

6No.89

多
彩
な
質
疑
と
視
察

常
任
委
員
会
報
告

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

北小体育館の修復状況

中部小体育館天井耐震化工事完工状況

株式会社アイディエス建設現場の視察

　委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

図
書
館

問

　年
間
保
安
業
務
委
託
料

は
例
年
７
３
０
万
円
で
あ
る

が
H
27
年
度
は
約
２
，０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
理

由
は
。

答

　昨
年
８
月
、空
調
機
器

を
操
作
す
る
監
視
装
置
に
不

具
合
が
生
じ
、
緊
急
の
対
応

費
１
，２
７
４
万
円
が
生
じ
た
。

西
部
支
所

問

　健
康
増
進
室
の
運
営
ま

た
利
用
者
等
は
。

答

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
く
よ
う

に
体
育
館
及
び
地
域
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
業
務
を
含
め
委

託
し
て
い
る
。
利
用
者
は
年

間
１
万
71
人
、
利
用
料
金
は

町
内
者
が
２
時
間
２
０
０
円
、

町
外
者
が
４
０
０
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課

問

　菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
補
助
金
及
び

ガ
イ
ド
の
実
績
は
。

答

　補
助
金
は
年
間
10
万
円
、

Ｈ
27
年
度
の
実
績
は
年
間
５

０
０
回
程
度
、
延
べ
２
，０

０
０
人
に
ガ
イ
ド
を
お
こ

な
っ
た
。

学
務
課

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
中
学
校

の
２
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
の
か
。

答

　Ｈ
27
年
度
は
武
蔵
ヶ
丘

中
学
の
校
区
に
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
が
多
く
、
同
中

学
の
校
区
を
拠
点
と
し
て
配

置
し
た
。

問

　「
使
用
料
及
び
賃
借

料
」
や
「
工
事
請
負
費
」
に

１
，０
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
が
あ
る
が
。

答

　予
算
を
計
上
す
る
際
、

概
算
工
事
費
で
計
上
し
そ
の

後
設
計
に
入
る
の
で
そ
の
差

額
で
あ
る
。
さ
ら
に
入
札
率

も
加
わ
り
不
用
額
が
出
る
。

子
育
て
支
援
課

問

　多
子
世
帯
支
援
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

答

　３
人
以
上
の
児
童
を
扶

養
し
、
３
人
目
以
降
の
３
歳

未
満
児
の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
す
る
事
業
で
県
の
補
助

金
で
あ
る
。

問

　来
年
度
（
Ｈ
28
年
度
）

の
待
機
児
童
数
の
予
測
は
。

答

　Ｈ
27
年
度
94
人
、
Ｈ
28

年
度
10
人
、
い
づ
れ
も
４
月

１
日
の
現
状
。
94
人
か
ら
10

人
に
激
減
し
た
が
、
理
由
は

認
定
子
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
所
等
の
開
園
に
よ
る
。
来

年
度
の
予
測
は
人
口
の
流
入

等
に
よ
り
難
し
い
。

町
民
課

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用

状
況
を
知
り
た
い
。

答

　昨
年
11
月
に
通
知
カ
ー

ド
の
送
付
を
完
了
。
交
付
件

数
は
８
月
末
現
在
で
２
，３

３
６
件
、
人
口
か
ら
み
る
と
、

１
割
弱
が
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
課

問

　民
生
・
児
童
委
員
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
報
酬
が
少
な
い
気

が
す
る
が
。

答

　現
在
町
は
民
生
児
童
委

員
協
議
会
補
助
金
と
し
て
約

５
２
２
万
円
補
助
、
県
か
ら

１
人
に
つ
き
年
額
６
万
円
弱

の
活
動
費
を
支
給
。
し
か
し

活
動
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
あ
り
、
民
生

委
員
法
の
規
定
は
給
与
は
支

給
し
な
い
と
あ
る
。

健
康
保
険
課

問

　一
般
会
計
か

ら
繰
出
繰
入
は
、

法
定
内
と
法
定
外

は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答

　全
額
法
定
内

で
約
２
億
９
，２

０
０
万
円
で
あ
る
。

介
護
保
険
課

問

　老
人
保
護
措

置
と
は
。

答

　経
済
的
理
由
や
家
族
の

支
援
が
な
く
、
在
宅
生
活
が

困
難
な
方
を
町
が
費
用
を
負

担
し
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

入
所
さ
せ
る
措
置
で
あ
る
。

問

　扶
助
費
の
重
度
要
介
護

者
介
護
手
当
は
な
い
の
か
。

答

　昨
年
度
に
お
い
て
、
国

が
明
確
な
基
準
を
示
し
た
た

め
該
当
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

　な
お
審
議
の
結
果
、
認
定

事
業
は
い
づ
れ
も
認
定
す
べ

き
と
決
し
た
。
ま
た
委
員
会

最
終
日
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
、

菊
陽
北
小
学
校
、
菊
陽
中
学

校
を
視
察
し
た
。

　委
員
会
に
属
す
る
平
成
27

年
度
一
般
会
計
と
下
水
道
特

別
会
計
の
決
算
に
対
し
て
、

各
課
よ
り
説
明
と
質
疑
を
行

い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

「
認
定
・
可
決
」
す
べ
き
と

し
た
。

　答
弁
の
詳
細
は
以
下
の
と

お
り
。

都
市
計
画
課

「
定
住
補
助
金
」
制
度
は
、

南
小
校
区
の
児
童
数
の
減
少

を
防
ぐ
目
的
で
、
本
年
度
は

児
童
が
増
加
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　各
行
政
区
へ
の
支
払
っ
て

い
る
公
園
管
理
委
託
料
は
、

１
㎥
あ
た
り
45
円
で
、
安
く

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
区
の
活
動
資
金
に
も

な
り
、
町
民
参
画
・
協
働
に

も
合
致
し
、
好
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　原
水
工
業
団
地
は
、
２
区

画
地
を
残
す
の
み
で
、
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

今
後
の
販
売
も
期
待
で
き
、

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
や

拡
張
を
含
め
、
企
業
の
立
地

意
向
に
素
早
く
対
応
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

農
政
課

　さ
ん
ふ
れ
あ
は
設
備
の
劣

化
が
進
行
し
て
い
て
、
大
規

模
な
補
修
が
必
要
に
な
る
。

同
施
設
は
、
国
の
補
助
を
得

た
施
設
な
の
で
、
あ
と
20
〜

30
年
程
度
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
当
初
の

目
的
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
て
い
く
。

建
設
課

　国
か
ら
の
道
路
関
係
補
助

率
は
本
来
は
事
業
費
の
55
％

だ
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど
に

減
っ
て
い
て
、
計
画
ど
お
り

道
路
整
備
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　農
地
の
貸
し
借
り
は
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど

は
、
な
か
な
か
あ
っ
せ
ん
に

結
び
つ
か
な
い
が
、
整
備
さ

れ
て
い
る
農
地
は
、
担
い
手

農
家
等
へ
の
集
約
は
比
較
的

進
ん
で
い
る
。

環
境
生
活
課

　災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
処
理
費

の
国
の
補
助
は
１
／
２
で
、交

付
税
に
組
み
入
れ
て
支
給
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
力
の
状
況
で
判
断
さ
れ
る

た
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る

か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

下
水
道
課

　下
水
道
事
業
の
雨
水
に
関

し
て
は
、
公
共
性
が
あ
る
の

で
一
般
会
計
が
一
部
負
担
を

し
て
い
る
。
汚
水
事
業
は
、

使
用
料
で
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
使
用
料
収
入
で
は

賄
え
な
か
っ
た
た
め
、
平
成

27
年
度
は
１
億
４
０
０
万
円

ほ
ど
の
基
準
外
繰
入
を
し
た
。

　不
足
額
を
解
消
す
る
た
め

に
は
値
上
げ
が
必
要
だ
が
、

改
定
率
な
ど
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
第
１
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る

事
項
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号

　平
成
27
年
度
菊
陽
町
土
地

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

が
付
託
さ
れ
、
２
日
間
に
わ

た
り
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　備
品
購
入
費
で
当
初
予

算
以
上
に
支
出
し
て
い
る
が
。

答

　ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、子

機
付
電
話
を
購
入
し
た
た
め
。

総
務
課
交
通
防
災
係

問

　消
防
団
活
動
助
成
金
と

は
な
に
か
。

答

　班
に
対
す
る
活
動
助
成

金
で
あ
り
、
１
人
あ
た
り
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
。

問

　交
通
安
全
施
設
工
事
で

ど
の
よ
う
な
道
路
標
示
を
し

て
い
る
の
か
。

答

　速
度
お
と
せ
、
急
カ
ー

ブ
注
意
な
ど
注
意
喚
起
の
も

の
で
、
外
側
線
は
建
設
課
。

総
務
課
総
務
法
制
係

問

　に
じ
の
森
の
公
民
館
設

置
で
、
長
年
積
み
立
て
を
し

て
建
設
す
る
行
政
区
が
多
い

と
思
う
が
。

答

　住
宅
販
売
の
際
に
各
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格
に

５
万
円
上
乗
せ
し
て
お
り
、

土
地
は
町
が
購
入
し
た
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問

　特
別
旅
費
に
つ
い
て
、

屋
久
島
町
の
災
害
見
舞
い
に

行
っ
た
の
か
。

答

　災
害
見
舞
い
に
町
長
以

下
３
人
。
産
業
祭
も
訪
問
し

た
。
そ
の
他
に
中
央
省
庁
へ

各
種
要
望
で
出
張
し
て
い
る
。

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

問

　施
設
使
用
料
収
入
で
西

部
町
民
セ
ン
タ
ー
と
か
な
り

の
差
が
あ
る
が
。

答

　西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
講
座
と
貸
館
業
務
の
支

払
い
で
、
三
里
木
町
民
セ
ン

タ
ー
は
、
貸
館
の
み
で
自
主

講
座
か
ら
は
、
徴
収
し
て
い

な
い
た
め
。

選
挙
管
理
委
員
会

問

　投
票
所
借
上
料
１
万
円

の
内
訳
は
。

答

　青
葉
台
、
上
津
久
礼
公

民
館
を
借
り
る
た
め
、
２
地

区
に
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

総
合
政
策
課

問

　国
勢
調
査
の
報
酬
額
の

内
訳
と
回
収
率
は
。

答

　国
の
基
準
が
あ
り
、
単

純
に
頭
割
り
す
る
と
５
万
３
，

０
０
０
円
く
ら
い
で
あ
る
。

回
収
は
、
訪
問
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
求
め
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
変
化
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

問

　講
師
謝
礼
金
が
３
３
６

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

答

　小
中
学
生
に
対
す
る

集
会
所
学
習
会
、３
地
区
会

場
に
て
、小
学
生
週
２
回
、

中
学
生
週
１
回
、延
べ
２
０

０
回
程
実
施
し
て
い
る
た
め
。

そ
の
他
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、識

字
学
級
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問

　人
権
教
育
を
続
け
る
状

況
で
あ
る
の
か
。
近
隣
自
治

体
と
の
予
算
の
違
い
は
。

答

　現
在
も
起
き
て
い
る
最

も
大
き
な
も
の
で
結
婚
差
別

が
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
団
体
助
成
金

は
、
近
隣
２
市
２
町
と
は
、

同
程
度
の
額
で
あ
る
。

税
務
課

問

　町
税
全
体
の
徴
収
率
、

傾
向
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

　徴
収
率
は
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
課
税
額
の
増

加
や
高
額
納
付
が
あ
れ
ば
別

で
あ
る
が
、
今
後
も
状
況
は
、

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
課

問

　総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
目
標
額
の

設
定
は
あ
る
の
か
。

答

　毎
年
１
億
円
ず
つ
積
み

立
て
て
い
る
。
具
体
的
な
目

標
値
は
な
い
が
、
で
き
る
限

り
は
、
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　自
動
車
で
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
て
い
る
が
、
利

用
方
法
と
メ
ー
カ
ー
は
。

答

　災
害
時
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
搬
作
業
に
使
用
す

る
。
３
３
５
万
円
で
あ
り
、

日
野
自
動
車
が
落
札
し
た
。

会
計
課

問

　パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム

内
容
及
び
委
託
業
者
は
。

答

　オ
フ
ィ
ス
バ
ン
ク
21
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
（
株
）
電

盛
社
に
設
定
し
て
も
ら
い
Ｉ

Ｓ
Ｎ
回
線
で
行
っ
て
い
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計
議
会
事

務
局

質
疑
な
し

上井手の仮修復の現場
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ダ
ム
建
設
よ
り
復
興
支
援
を

小
林

　
先
日
、
立
野
ダ
ム
建

設
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

現
場
の
仮
排
水
路
は
流
木
で

ふ
さ
が
り
、
仮
の
橋
も
流
さ

れ
て
い
た
。
国
土
交
通
省
は
、

「
技
術
委
員
会
」
を
３
回
開

催
し
、「
立
野
ダ
ム
建
設
に

問
題
な
し
」
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
私
は
、
も
っ
と

地
形
調
査
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
約

５
０
０
億
円
の
予
算
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
の
予
算
は
、

ま
ず
「
国
道
の
復
旧
や
生
活

の
復
興
」
に
ま
わ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ダ
ム
建
設
を
容
認

町
長

　
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
技
術
委
員
会
の
評

価
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

小
林

　
熊
本
地
震
に
よ
る
被

害
で
、
罹
災
証
明
の
状
況
は

申
請
件
数
５
０
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

一
部
損
壊
は
８
割
以
上
で
あ

る
。
一
部
損
壊
で
、
瓦
な
ど

の
修
理
が
か
な
り
多
額
に
の

ぼ
り
経
済
的
な
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
。近
所
の
方
も
、

一
部
損
壊
で
瓦
の
修
理
が
２

０
０
万
円
か
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
部
損
壊

で
は
、
住
宅
の
応
急
修
理
や

生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見

舞
金
な
ど
全
く
出
な
い
。「
一

部
損
壊
に
も
行
政
の
支
援

を
」
と
い
う
の
が
切
実
な
声

で
あ
る
。
合
志
市
や
玉
名
市

な
ど
で
は
、
住
宅
な
ど
の
復

旧
工
事
に
、
一
定
の
補
助
が

行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
も
実

施
で
き
な
い
か
。

財
政
面
か
ら
難
し
い

福
祉
課
長

　
合
志
市
や
玉
名

市
が
実
施
し
て
い
る
支
援
策

は
、
国
の
財
政
支
援
を
伴
わ

な
い
支
援
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
国
や
県
の
負
担
が
な

い
支
援
策
は
、
将
来
こ
の
支

援
が
恒
久
化
し
た
時
に
本
町

の
財
政
を
圧
迫
す
る
お
そ
れ

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
来

的
な
財
政
状
況
も
見
極
め
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

大
災
害
の
今
こ
そ
支
援
を

小
林

　
一
部
損
壊
で
も
、
点

数
が
18
、
19
点
と
半
壊
と
か

わ
ら
な
い
被
害
も
あ
る
。
判

定
の
仕
方
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も

段
階
的
に
検
討
す
る
な
ど
総

合
的
に
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
合
志
市
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
、
町
で
も

実
施
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
今
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
一
部
損
壊
」
被
害
に
も
支
援
を

小林久美子議員

財
政
面
か
ら
難
し
い

答

自
主
防
災
組
織
率
に
つ
い
て

西
本

　組
織
率
81
・
９
％
と

町
と
し
て
の
取
り
組
み
が
見

え
る
が
、
最
終
目
標
値
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
全
て
の
自
治
会

で
組
織
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

防
災
士
育
成
計
画
に
つ
い
て

西
本

　早
い
復
旧
・
復
興
活

動
へ
の
着
手
と
安
心
感
の
共

有
化
の
た
め
に
、
今
後
の
防

災
士
育
成
計
画
を
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
熊
本
地
震
の
直

後
で
、
受
講
希
望
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日

本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得

て
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

西
本

　災
害
情
報
の
収
集
伝

達
手
段
で
あ
り
、情
報
に
よ
り

早
期
避
難
が
可
能
と
な
り
、被

害
の
拡
大
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
無
線
を
避
難
行
動

要
支
援
施
設
及
び
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
戸
別
受
信
機
の
無
償

貸
し
付
け
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　
町
内
の
全
世
帯
へ

の
無
償
貸
し
付
け
は
考
え
て
い

な
い
が
、
先
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム

や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
へ

の
福
祉
施

設
へ
の
無
償

貸
し
付
け

は
検
討
し

た
い
。

総
合
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

西
本

　大
津
町
は
、
総
合
情

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、
メ
ー

ル
機
能
を
利
用
し
て
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
生
活
に
役

立
つ
行
政
情
報
や
観
光
情
報
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防

災
、
防
犯
情
報
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に

知
ら
せ
て
い
る
。
菊
陽
町
に
お

け
る
導
入
の
可
能
性
は
。

総
務
課
長

　
大
津
町
の
総
合

情
報
メ
ー
ル「
か
ら
い
も
く
ん
」

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
、大

津
町
か
ら
聞
い
て
検
証
す
る
等

し
て
、そ
の
辺
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

西
本

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
は
必
要
不

可
欠
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
確
信
し
て
い
る
が
、町
は
新

た
な
情
報
提
供
の
方
法
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
管
理
に
は

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
流
言
飛
語

に
対
す
る
情
報
の
選
別
の
た
め

の
体
制
整
備
や
、
情
報
の
選

別
の
考
え
方
や
基
準
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
警
察

等
と
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
本

　情
報
の
扱
い
方
、
提

供
は
慎
重
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
物
事
が
発
生
し
た
と

き
に
、
誤
っ
た
情
報
を
否
定
す

る
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
角
度
を
変
え
た

検
討
を
願
い
た
い
。

総
務
課
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
は

情
報
の
選
別
と
体
制
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
防
災
士
育
成
計
画
を

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

西本  友春議員

日
本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得
て
独
自
に

開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い

答

住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

甲
斐

　
（
仮
称
）
光
の
森
多

目
的
広
場
は
本
年
度
で
債
務

の
返
済
が
完
了
す
る
。
使
途

は
決
ま
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長

　
年
度
当
初

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
か
か
る
予
定
が
震
災

の
た
め
に
取
り
か
か
れ
な
か

っ
た
。

　武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
に
伴
う
代
替
地

と
し
て
、
ま
た
20
棟
の
仮
設

住
宅
も
建
築
さ
れ
た
の
で
、

向
こ
う
２
年
間
は
こ
れ
ら
と

並
行
し
て
住
民
と
も
相
談
し

つ
つ
計
画
を
立
て
る
。

甲
斐

　
旧
武
蔵
ヶ
丘
支
所
の

跡
地
は
何
に
使
う
の
か
。

西
部
支
所
長

　
現
在
、
駐
車

場
は
武
蔵
ヶ
丘
第
一
保
育
園

の
職
員
駐
車
場
と
し
て
、
建

物
は
災
害
用
備
蓄
物
資
の
倉

庫
と
し
て
使
用
中
。

　将
来
の
使
途
に
つ
い
て
は

町
の
総
合
計
画
等
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
決
定

し
た
い
。

Ｈ　
年
ま
で
に
は
実
現
図
る

甲
斐

　
犯
罪
防
止
の
た
め
の

警
察
施
設
の
誘
致
は
進
ん
で

い
る
か
。

総
務
課
長

　
町
か
ら
設
置
場

所
や
方
法
等
に
つ
い
て
提
案

し
つ
つ
進
め
て
い
る
。
熊
本

市
北
区
と
合
志
市
を
管
轄
す

る
新
た
な
警
察
署
が
で
き
る

Ｈ
30
年
度
前
に
は
ど
う
に
か

し
た
い
。

包
括
支
援
Ｃ
・
渋
滞
の
緩
和

甲
斐

　
高
齢
者
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 旧武蔵ヶ丘支所

支
所
を
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
で
き
な
い
か
。

介
護
保
険
課
長

　
西
部
地
区

に
お
い
て
は
、
武
蔵
ヶ
丘
団

地
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支
援

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
つ

い
て
は
住
民
に
一
層
の
周
知

を
は
か
り
た
い
。

甲
斐

　
高
速
道
路
か
ら
東
を

め
ざ
す
二
つ
の
道
路
構
想
の

今
後
及
び
西
部
地
区
の
交
通

混
雑
を
解
消
す
る
方
策
は
。

建
設
課
長

　
前
者
は
用
地
の

買
収
等
多
額
の
財
源
を
必
要

と
す
る
等
か
ら
検
討
は
し
て

い
る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　交
通
混
雑
解
消
に
つ
い
て

は
公
共
交
通
機
関
の
充
実
等

混
雑
の
低
減
策
を
立
て
つ
つ

道
路
の
改
善
は
県
と
も
連
携

し
て
対
応
す
る
。

町
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
は

甲斐  榮治議員

各
問
い
に
つ
い
て
の
答
は
左
の
通
り
で
あ
る

答

避
難
所
等
の
安
全
確
認
及
び

開
設
の
判
断
は
適
正
か

総
務
課
長

　
耐
震
補
強
を
し
、

職
員
が
安
全
点
検
を
行
っ
た

あ
と
に
開
錠
、開
設
し
た
。若

干
時
間
を
要
し
た
が
、様
々
な

判
断
の
も
と
適
切
で
あ
っ
た
。

中
岡

　
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
や
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
の

訓
練
は
、有
効
で
あ
る
。ま
た
、

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
昨
年
、
光
の
森
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
で

実
施
し
て
い
る
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運

営
し
た
が
、
今
後
は
、
指
定

避
難
所
の
み
な
ら
ず
地
区
の

公
民
館
も
避
難
所
と
し
て
機

能
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
訓
練

も
実
施
し
た
い
。

中
岡

　
大
規
模
災
害
時
に
は

避
難
所
運
営
に
関
し
て
公
助

の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
前
も
っ
て
様
々
な
協
力

者
を
募
る
必
要
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　
避
難
所
運
営
は
、

災
害
対
策
本
部
指
揮
の
も
と

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。

交
代
制
で
業
務
記
録
を
義
務

づ
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

運
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

中
岡

　
各
避
難
所
を
回
っ
た

が
、
運
営
の
内
容
、
責
任
者

の
考
え
が
違
う
の
で
は
。

総
務
課
長

　
発
災
当
初
は
、

必
ず
正
職
員
が
つ
い
て
お
り
、

１
ヵ
月
後
は
、
臨
時
職
員
が

昼
間
、
正
職
員
が
夜
間
の
対

応
を
行
っ
た
。

中
岡

　
救
援
物
資
の
格
差
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
発
災
後
、
指
定

避
難
所
を
中
心
に
給
食
支
援

を
し
た
。
そ
の
後
、
区
長
等

の
地
域
役
員
に
物
資
の
配
給

を
お
願
い
し
た
。
３
日
間
は
、

自
分
で
の
食
糧
の
備
蓄
が
大

事
で
あ
る
。

福
祉
避
難
所
運
営
や
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
に
対
し
て
の
考
え

方
及
び
今
後
の
課
題
は

介
護
保
険
課
長

　
地
域
防
災

計
画
で
は
、
町
指
定
が
７
ヵ

所
、
そ
の
他
に
４
ヵ
所
で
あ

っ
た
が
、
使
用
で
き
な
い
状

況
も
あ
っ
た
。
今
回
は
別
の

部
屋
を
確
保
し
て
支
援
し
た
。

今
後
は
、
長
期
化
を
含
め
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
た
運
営
に
努
め
た
い
。

　ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い

て
は
、
今
回
は
、
同
居
を
認

め
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

今
後
は
、
屋
外
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
飼
育
し
て
も
ら
う

よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
。

○
青
パ
ト
の
貸
し
出
し
は
。

○
安
全
安
心
掲
示
板
の
設
置
。

避
難
所
運
営
は
適
正
で
あ
っ
た
の
か

中岡  敏博議員

開
設
に
若
干
時
間
を
要
し
た
が
、
適
切
に

行
っ
た

答
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ダ
ム
建
設
よ
り
復
興
支
援
を

小
林

　
先
日
、
立
野
ダ
ム
建

設
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

現
場
の
仮
排
水
路
は
流
木
で

ふ
さ
が
り
、
仮
の
橋
も
流
さ

れ
て
い
た
。
国
土
交
通
省
は
、

「
技
術
委
員
会
」
を
３
回
開

催
し
、「
立
野
ダ
ム
建
設
に

問
題
な
し
」
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
私
は
、
も
っ
と

地
形
調
査
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
約

５
０
０
億
円
の
予
算
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
の
予
算
は
、

ま
ず
「
国
道
の
復
旧
や
生
活

の
復
興
」
に
ま
わ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ダ
ム
建
設
を
容
認

町
長

　
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
技
術
委
員
会
の
評

価
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

小
林

　
熊
本
地
震
に
よ
る
被

害
で
、
罹
災
証
明
の
状
況
は

申
請
件
数
５
０
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

一
部
損
壊
は
８
割
以
上
で
あ

る
。
一
部
損
壊
で
、
瓦
な
ど

の
修
理
が
か
な
り
多
額
に
の

ぼ
り
経
済
的
な
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
。近
所
の
方
も
、

一
部
損
壊
で
瓦
の
修
理
が
２

０
０
万
円
か
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
部
損
壊

で
は
、
住
宅
の
応
急
修
理
や

生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見

舞
金
な
ど
全
く
出
な
い
。「
一

部
損
壊
に
も
行
政
の
支
援

を
」
と
い
う
の
が
切
実
な
声

で
あ
る
。
合
志
市
や
玉
名
市

な
ど
で
は
、
住
宅
な
ど
の
復

旧
工
事
に
、
一
定
の
補
助
が

行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
も
実

施
で
き
な
い
か
。

財
政
面
か
ら
難
し
い

福
祉
課
長

　
合
志
市
や
玉
名

市
が
実
施
し
て
い
る
支
援
策

は
、
国
の
財
政
支
援
を
伴
わ

な
い
支
援
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
国
や
県
の
負
担
が
な

い
支
援
策
は
、
将
来
こ
の
支

援
が
恒
久
化
し
た
時
に
本
町

の
財
政
を
圧
迫
す
る
お
そ
れ

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
来

的
な
財
政
状
況
も
見
極
め
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

大
災
害
の
今
こ
そ
支
援
を

小
林

　
一
部
損
壊
で
も
、
点

数
が
18
、
19
点
と
半
壊
と
か

わ
ら
な
い
被
害
も
あ
る
。
判

定
の
仕
方
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も

段
階
的
に
検
討
す
る
な
ど
総

合
的
に
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
合
志
市
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
、
町
で
も

実
施
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
今
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
一
部
損
壊
」
被
害
に
も
支
援
を

小林久美子議員

財
政
面
か
ら
難
し
い

答

自
主
防
災
組
織
率
に
つ
い
て

西
本

　組
織
率
81
・
９
％
と

町
と
し
て
の
取
り
組
み
が
見

え
る
が
、
最
終
目
標
値
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
全
て
の
自
治
会

で
組
織
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

防
災
士
育
成
計
画
に
つ
い
て

西
本

　早
い
復
旧
・
復
興
活

動
へ
の
着
手
と
安
心
感
の
共

有
化
の
た
め
に
、
今
後
の
防

災
士
育
成
計
画
を
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
熊
本
地
震
の
直

後
で
、
受
講
希
望
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日

本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得

て
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

西
本

　災
害
情
報
の
収
集
伝

達
手
段
で
あ
り
、情
報
に
よ
り

早
期
避
難
が
可
能
と
な
り
、被

害
の
拡
大
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
無
線
を
避
難
行
動

要
支
援
施
設
及
び
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
戸
別
受
信
機
の
無
償

貸
し
付
け
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　
町
内
の
全
世
帯
へ

の
無
償
貸
し
付
け
は
考
え
て
い

な
い
が
、
先
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム

や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
へ

の
福
祉
施

設
へ
の
無
償

貸
し
付
け

は
検
討
し

た
い
。

総
合
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

西
本

　大
津
町
は
、
総
合
情

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、
メ
ー

ル
機
能
を
利
用
し
て
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
生
活
に
役

立
つ
行
政
情
報
や
観
光
情
報
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防

災
、
防
犯
情
報
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に

知
ら
せ
て
い
る
。
菊
陽
町
に
お

け
る
導
入
の
可
能
性
は
。

総
務
課
長

　
大
津
町
の
総
合

情
報
メ
ー
ル「
か
ら
い
も
く
ん
」

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
、大

津
町
か
ら
聞
い
て
検
証
す
る
等

し
て
、そ
の
辺
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

西
本

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
は
必
要
不

可
欠
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
確
信
し
て
い
る
が
、町
は
新

た
な
情
報
提
供
の
方
法
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
管
理
に
は

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
流
言
飛
語

に
対
す
る
情
報
の
選
別
の
た
め

の
体
制
整
備
や
、
情
報
の
選

別
の
考
え
方
や
基
準
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
警
察

等
と
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
本

　情
報
の
扱
い
方
、
提

供
は
慎
重
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
物
事
が
発
生
し
た
と

き
に
、
誤
っ
た
情
報
を
否
定
す

る
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
角
度
を
変
え
た

検
討
を
願
い
た
い
。

総
務
課
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
は

情
報
の
選
別
と
体
制
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
防
災
士
育
成
計
画
を

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

西本  友春議員

日
本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得
て
独
自
に

開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い

答

住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

甲
斐

　
（
仮
称
）
光
の
森
多

目
的
広
場
は
本
年
度
で
債
務

の
返
済
が
完
了
す
る
。
使
途

は
決
ま
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長

　
年
度
当
初

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
か
か
る
予
定
が
震
災

の
た
め
に
取
り
か
か
れ
な
か

っ
た
。

　武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
に
伴
う
代
替
地

と
し
て
、
ま
た
20
棟
の
仮
設

住
宅
も
建
築
さ
れ
た
の
で
、

向
こ
う
２
年
間
は
こ
れ
ら
と

並
行
し
て
住
民
と
も
相
談
し

つ
つ
計
画
を
立
て
る
。

甲
斐

　
旧
武
蔵
ヶ
丘
支
所
の

跡
地
は
何
に
使
う
の
か
。

西
部
支
所
長

　
現
在
、
駐
車

場
は
武
蔵
ヶ
丘
第
一
保
育
園

の
職
員
駐
車
場
と
し
て
、
建

物
は
災
害
用
備
蓄
物
資
の
倉

庫
と
し
て
使
用
中
。

　将
来
の
使
途
に
つ
い
て
は

町
の
総
合
計
画
等
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
決
定

し
た
い
。

Ｈ　
年
ま
で
に
は
実
現
図
る

甲
斐

　
犯
罪
防
止
の
た
め
の

警
察
施
設
の
誘
致
は
進
ん
で

い
る
か
。

総
務
課
長

　
町
か
ら
設
置
場

所
や
方
法
等
に
つ
い
て
提
案

し
つ
つ
進
め
て
い
る
。
熊
本

市
北
区
と
合
志
市
を
管
轄
す

る
新
た
な
警
察
署
が
で
き
る

Ｈ
30
年
度
前
に
は
ど
う
に
か

し
た
い
。

包
括
支
援
Ｃ
・
渋
滞
の
緩
和

甲
斐

　
高
齢
者
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 旧武蔵ヶ丘支所

支
所
を
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
で
き
な
い
か
。

介
護
保
険
課
長

　
西
部
地
区

に
お
い
て
は
、
武
蔵
ヶ
丘
団

地
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支
援

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
つ

い
て
は
住
民
に
一
層
の
周
知

を
は
か
り
た
い
。

甲
斐

　
高
速
道
路
か
ら
東
を

め
ざ
す
二
つ
の
道
路
構
想
の

今
後
及
び
西
部
地
区
の
交
通

混
雑
を
解
消
す
る
方
策
は
。

建
設
課
長

　
前
者
は
用
地
の

買
収
等
多
額
の
財
源
を
必
要

と
す
る
等
か
ら
検
討
は
し
て

い
る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　交
通
混
雑
解
消
に
つ
い
て

は
公
共
交
通
機
関
の
充
実
等

混
雑
の
低
減
策
を
立
て
つ
つ

道
路
の
改
善
は
県
と
も
連
携

し
て
対
応
す
る
。

町
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
は

甲斐  榮治議員

各
問
い
に
つ
い
て
の
答
は
左
の
通
り
で
あ
る

答

避
難
所
等
の
安
全
確
認
及
び

開
設
の
判
断
は
適
正
か

総
務
課
長

　
耐
震
補
強
を
し
、

職
員
が
安
全
点
検
を
行
っ
た

あ
と
に
開
錠
、開
設
し
た
。若

干
時
間
を
要
し
た
が
、様
々
な

判
断
の
も
と
適
切
で
あ
っ
た
。

中
岡

　
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
や
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
の

訓
練
は
、有
効
で
あ
る
。ま
た
、

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
昨
年
、
光
の
森
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
で

実
施
し
て
い
る
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運

営
し
た
が
、
今
後
は
、
指
定

避
難
所
の
み
な
ら
ず
地
区
の

公
民
館
も
避
難
所
と
し
て
機

能
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
訓
練

も
実
施
し
た
い
。

中
岡

　
大
規
模
災
害
時
に
は

避
難
所
運
営
に
関
し
て
公
助

の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
前
も
っ
て
様
々
な
協
力

者
を
募
る
必
要
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　
避
難
所
運
営
は
、

災
害
対
策
本
部
指
揮
の
も
と

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。

交
代
制
で
業
務
記
録
を
義
務

づ
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

運
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

中
岡

　
各
避
難
所
を
回
っ
た

が
、
運
営
の
内
容
、
責
任
者

の
考
え
が
違
う
の
で
は
。

総
務
課
長

　
発
災
当
初
は
、

必
ず
正
職
員
が
つ
い
て
お
り
、

１
ヵ
月
後
は
、
臨
時
職
員
が

昼
間
、
正
職
員
が
夜
間
の
対

応
を
行
っ
た
。

中
岡

　
救
援
物
資
の
格
差
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
発
災
後
、
指
定

避
難
所
を
中
心
に
給
食
支
援

を
し
た
。
そ
の
後
、
区
長
等

の
地
域
役
員
に
物
資
の
配
給

を
お
願
い
し
た
。
３
日
間
は
、

自
分
で
の
食
糧
の
備
蓄
が
大

事
で
あ
る
。

福
祉
避
難
所
運
営
や
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
に
対
し
て
の
考
え

方
及
び
今
後
の
課
題
は

介
護
保
険
課
長

　
地
域
防
災

計
画
で
は
、
町
指
定
が
７
ヵ

所
、
そ
の
他
に
４
ヵ
所
で
あ

っ
た
が
、
使
用
で
き
な
い
状

況
も
あ
っ
た
。
今
回
は
別
の

部
屋
を
確
保
し
て
支
援
し
た
。

今
後
は
、
長
期
化
を
含
め
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
た
運
営
に
努
め
た
い
。

　ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い

て
は
、
今
回
は
、
同
居
を
認

め
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

今
後
は
、
屋
外
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
飼
育
し
て
も
ら
う

よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
。

○
青
パ
ト
の
貸
し
出
し
は
。

○
安
全
安
心
掲
示
板
の
設
置
。

避
難
所
運
営
は
適
正
で
あ
っ
た
の
か

中岡  敏博議員

開
設
に
若
干
時
間
を
要
し
た
が
、
適
切
に

行
っ
た

答

30
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ダ
ム
建
設
よ
り
復
興
支
援
を

小
林

　
先
日
、
立
野
ダ
ム
建

設
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

現
場
の
仮
排
水
路
は
流
木
で

ふ
さ
が
り
、
仮
の
橋
も
流
さ

れ
て
い
た
。
国
土
交
通
省
は
、

「
技
術
委
員
会
」
を
３
回
開

催
し
、「
立
野
ダ
ム
建
設
に

問
題
な
し
」
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
私
は
、
も
っ
と

地
形
調
査
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
約

５
０
０
億
円
の
予
算
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
の
予
算
は
、

ま
ず
「
国
道
の
復
旧
や
生
活

の
復
興
」
に
ま
わ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ダ
ム
建
設
を
容
認

町
長

　
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
技
術
委
員
会
の
評

価
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

小
林

　
熊
本
地
震
に
よ
る
被

害
で
、
罹
災
証
明
の
状
況
は

申
請
件
数
５
０
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

一
部
損
壊
は
８
割
以
上
で
あ

る
。
一
部
損
壊
で
、
瓦
な
ど

の
修
理
が
か
な
り
多
額
に
の

ぼ
り
経
済
的
な
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
。近
所
の
方
も
、

一
部
損
壊
で
瓦
の
修
理
が
２

０
０
万
円
か
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
部
損
壊

で
は
、
住
宅
の
応
急
修
理
や

生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見

舞
金
な
ど
全
く
出
な
い
。「
一

部
損
壊
に
も
行
政
の
支
援

を
」
と
い
う
の
が
切
実
な
声

で
あ
る
。
合
志
市
や
玉
名
市

な
ど
で
は
、
住
宅
な
ど
の
復

旧
工
事
に
、
一
定
の
補
助
が

行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
も
実

施
で
き
な
い
か
。

財
政
面
か
ら
難
し
い

福
祉
課
長

　
合
志
市
や
玉
名

市
が
実
施
し
て
い
る
支
援
策

は
、
国
の
財
政
支
援
を
伴
わ

な
い
支
援
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
国
や
県
の
負
担
が
な

い
支
援
策
は
、
将
来
こ
の
支

援
が
恒
久
化
し
た
時
に
本
町

の
財
政
を
圧
迫
す
る
お
そ
れ

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
来

的
な
財
政
状
況
も
見
極
め
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

大
災
害
の
今
こ
そ
支
援
を

小
林

　
一
部
損
壊
で
も
、
点

数
が
18
、
19
点
と
半
壊
と
か

わ
ら
な
い
被
害
も
あ
る
。
判

定
の
仕
方
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も

段
階
的
に
検
討
す
る
な
ど
総

合
的
に
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
合
志
市
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
、
町
で
も

実
施
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
今
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
一
部
損
壊
」
被
害
に
も
支
援
を

小林久美子議員

財
政
面
か
ら
難
し
い

答

自
主
防
災
組
織
率
に
つ
い
て

西
本

　組
織
率
81
・
９
％
と

町
と
し
て
の
取
り
組
み
が
見

え
る
が
、
最
終
目
標
値
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
全
て
の
自
治
会

で
組
織
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

防
災
士
育
成
計
画
に
つ
い
て

西
本

　早
い
復
旧
・
復
興
活

動
へ
の
着
手
と
安
心
感
の
共

有
化
の
た
め
に
、
今
後
の
防

災
士
育
成
計
画
を
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
熊
本
地
震
の
直

後
で
、
受
講
希
望
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日

本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得

て
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

西
本

　災
害
情
報
の
収
集
伝

達
手
段
で
あ
り
、情
報
に
よ
り

早
期
避
難
が
可
能
と
な
り
、被

害
の
拡
大
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
無
線
を
避
難
行
動

要
支
援
施
設
及
び
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
戸
別
受
信
機
の
無
償

貸
し
付
け
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　
町
内
の
全
世
帯
へ

の
無
償
貸
し
付
け
は
考
え
て
い

な
い
が
、
先
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム

や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
へ

の
福
祉
施

設
へ
の
無
償

貸
し
付
け

は
検
討
し

た
い
。

総
合
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

西
本

　大
津
町
は
、
総
合
情

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、
メ
ー

ル
機
能
を
利
用
し
て
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
生
活
に
役

立
つ
行
政
情
報
や
観
光
情
報
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防

災
、
防
犯
情
報
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に

知
ら
せ
て
い
る
。
菊
陽
町
に
お

け
る
導
入
の
可
能
性
は
。

総
務
課
長

　
大
津
町
の
総
合

情
報
メ
ー
ル「
か
ら
い
も
く
ん
」

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
、大

津
町
か
ら
聞
い
て
検
証
す
る
等

し
て
、そ
の
辺
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

西
本

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
は
必
要
不

可
欠
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
確
信
し
て
い
る
が
、町
は
新

た
な
情
報
提
供
の
方
法
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
管
理
に
は

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
流
言
飛
語

に
対
す
る
情
報
の
選
別
の
た
め

の
体
制
整
備
や
、
情
報
の
選

別
の
考
え
方
や
基
準
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
警
察

等
と
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
本

　情
報
の
扱
い
方
、
提

供
は
慎
重
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
物
事
が
発
生
し
た
と

き
に
、
誤
っ
た
情
報
を
否
定
す

る
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
角
度
を
変
え
た

検
討
を
願
い
た
い
。

総
務
課
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
は

情
報
の
選
別
と
体
制
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
防
災
士
育
成
計
画
を

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

西本  友春議員

日
本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得
て
独
自
に

開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い

答

住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

甲
斐

　
（
仮
称
）
光
の
森
多

目
的
広
場
は
本
年
度
で
債
務

の
返
済
が
完
了
す
る
。
使
途

は
決
ま
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長

　
年
度
当
初

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
か
か
る
予
定
が
震
災

の
た
め
に
取
り
か
か
れ
な
か

っ
た
。

　武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
に
伴
う
代
替
地

と
し
て
、
ま
た
20
棟
の
仮
設

住
宅
も
建
築
さ
れ
た
の
で
、

向
こ
う
２
年
間
は
こ
れ
ら
と

並
行
し
て
住
民
と
も
相
談
し

つ
つ
計
画
を
立
て
る
。

甲
斐

　
旧
武
蔵
ヶ
丘
支
所
の

跡
地
は
何
に
使
う
の
か
。

西
部
支
所
長

　
現
在
、
駐
車

場
は
武
蔵
ヶ
丘
第
一
保
育
園

の
職
員
駐
車
場
と
し
て
、
建

物
は
災
害
用
備
蓄
物
資
の
倉

庫
と
し
て
使
用
中
。

　将
来
の
使
途
に
つ
い
て
は

町
の
総
合
計
画
等
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
決
定

し
た
い
。

Ｈ　
年
ま
で
に
は
実
現
図
る

甲
斐

　
犯
罪
防
止
の
た
め
の

警
察
施
設
の
誘
致
は
進
ん
で

い
る
か
。

総
務
課
長

　
町
か
ら
設
置
場

所
や
方
法
等
に
つ
い
て
提
案

し
つ
つ
進
め
て
い
る
。
熊
本

市
北
区
と
合
志
市
を
管
轄
す

る
新
た
な
警
察
署
が
で
き
る

Ｈ
30
年
度
前
に
は
ど
う
に
か

し
た
い
。

包
括
支
援
Ｃ
・
渋
滞
の
緩
和

甲
斐

　
高
齢
者
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 旧武蔵ヶ丘支所

支
所
を
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
で
き
な
い
か
。

介
護
保
険
課
長

　
西
部
地
区

に
お
い
て
は
、
武
蔵
ヶ
丘
団

地
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支
援

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
つ

い
て
は
住
民
に
一
層
の
周
知

を
は
か
り
た
い
。

甲
斐

　
高
速
道
路
か
ら
東
を

め
ざ
す
二
つ
の
道
路
構
想
の

今
後
及
び
西
部
地
区
の
交
通

混
雑
を
解
消
す
る
方
策
は
。

建
設
課
長

　
前
者
は
用
地
の

買
収
等
多
額
の
財
源
を
必
要

と
す
る
等
か
ら
検
討
は
し
て

い
る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　交
通
混
雑
解
消
に
つ
い
て

は
公
共
交
通
機
関
の
充
実
等

混
雑
の
低
減
策
を
立
て
つ
つ

道
路
の
改
善
は
県
と
も
連
携

し
て
対
応
す
る
。

町
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
は

甲斐  榮治議員

各
問
い
に
つ
い
て
の
答
は
左
の
通
り
で
あ
る

答

避
難
所
等
の
安
全
確
認
及
び

開
設
の
判
断
は
適
正
か

総
務
課
長

　
耐
震
補
強
を
し
、

職
員
が
安
全
点
検
を
行
っ
た

あ
と
に
開
錠
、開
設
し
た
。若

干
時
間
を
要
し
た
が
、様
々
な

判
断
の
も
と
適
切
で
あ
っ
た
。

中
岡

　
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
や
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
の

訓
練
は
、有
効
で
あ
る
。ま
た
、

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
昨
年
、
光
の
森
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
で

実
施
し
て
い
る
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運

営
し
た
が
、
今
後
は
、
指
定

避
難
所
の
み
な
ら
ず
地
区
の

公
民
館
も
避
難
所
と
し
て
機

能
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
訓
練

も
実
施
し
た
い
。

中
岡

　
大
規
模
災
害
時
に
は

避
難
所
運
営
に
関
し
て
公
助

の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
前
も
っ
て
様
々
な
協
力

者
を
募
る
必
要
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　
避
難
所
運
営
は
、

災
害
対
策
本
部
指
揮
の
も
と

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。

交
代
制
で
業
務
記
録
を
義
務

づ
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

運
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

中
岡

　
各
避
難
所
を
回
っ
た

が
、
運
営
の
内
容
、
責
任
者

の
考
え
が
違
う
の
で
は
。

総
務
課
長

　
発
災
当
初
は
、

必
ず
正
職
員
が
つ
い
て
お
り
、

１
ヵ
月
後
は
、
臨
時
職
員
が

昼
間
、
正
職
員
が
夜
間
の
対

応
を
行
っ
た
。

中
岡

　
救
援
物
資
の
格
差
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
発
災
後
、
指
定

避
難
所
を
中
心
に
給
食
支
援

を
し
た
。
そ
の
後
、
区
長
等

の
地
域
役
員
に
物
資
の
配
給

を
お
願
い
し
た
。
３
日
間
は
、

自
分
で
の
食
糧
の
備
蓄
が
大

事
で
あ
る
。

福
祉
避
難
所
運
営
や
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
に
対
し
て
の
考
え

方
及
び
今
後
の
課
題
は

介
護
保
険
課
長

　
地
域
防
災

計
画
で
は
、
町
指
定
が
７
ヵ

所
、
そ
の
他
に
４
ヵ
所
で
あ

っ
た
が
、
使
用
で
き
な
い
状

況
も
あ
っ
た
。
今
回
は
別
の

部
屋
を
確
保
し
て
支
援
し
た
。

今
後
は
、
長
期
化
を
含
め
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
た
運
営
に
努
め
た
い
。

　ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い

て
は
、
今
回
は
、
同
居
を
認

め
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

今
後
は
、
屋
外
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
飼
育
し
て
も
ら
う

よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
。

○
青
パ
ト
の
貸
し
出
し
は
。

○
安
全
安
心
掲
示
板
の
設
置
。

避
難
所
運
営
は
適
正
で
あ
っ
た
の
か

中岡  敏博議員

開
設
に
若
干
時
間
を
要
し
た
が
、
適
切
に

行
っ
た

答
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ダ
ム
建
設
よ
り
復
興
支
援
を

小
林

　
先
日
、
立
野
ダ
ム
建

設
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

現
場
の
仮
排
水
路
は
流
木
で

ふ
さ
が
り
、
仮
の
橋
も
流
さ

れ
て
い
た
。
国
土
交
通
省
は
、

「
技
術
委
員
会
」
を
３
回
開

催
し
、「
立
野
ダ
ム
建
設
に

問
題
な
し
」
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
私
は
、
も
っ
と

地
形
調
査
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
約

５
０
０
億
円
の
予
算
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
の
予
算
は
、

ま
ず
「
国
道
の
復
旧
や
生
活

の
復
興
」
に
ま
わ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ダ
ム
建
設
を
容
認

町
長

　
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
技
術
委
員
会
の
評

価
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

小
林

　
熊
本
地
震
に
よ
る
被

害
で
、
罹
災
証
明
の
状
況
は

申
請
件
数
５
０
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

一
部
損
壊
は
８
割
以
上
で
あ

る
。
一
部
損
壊
で
、
瓦
な
ど

の
修
理
が
か
な
り
多
額
に
の

ぼ
り
経
済
的
な
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
。近
所
の
方
も
、

一
部
損
壊
で
瓦
の
修
理
が
２

０
０
万
円
か
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
一
部
損
壊

で
は
、
住
宅
の
応
急
修
理
や

生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見

舞
金
な
ど
全
く
出
な
い
。「
一

部
損
壊
に
も
行
政
の
支
援

を
」
と
い
う
の
が
切
実
な
声

で
あ
る
。
合
志
市
や
玉
名
市

な
ど
で
は
、
住
宅
な
ど
の
復

旧
工
事
に
、
一
定
の
補
助
が

行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
も
実

施
で
き
な
い
か
。

財
政
面
か
ら
難
し
い

福
祉
課
長

　
合
志
市
や
玉
名

市
が
実
施
し
て
い
る
支
援
策

は
、
国
の
財
政
支
援
を
伴
わ

な
い
支
援
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
国
や
県
の
負
担
が
な

い
支
援
策
は
、
将
来
こ
の
支

援
が
恒
久
化
し
た
時
に
本
町

の
財
政
を
圧
迫
す
る
お
そ
れ

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
来

的
な
財
政
状
況
も
見
極
め
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

大
災
害
の
今
こ
そ
支
援
を

小
林

　
一
部
損
壊
で
も
、
点

数
が
18
、
19
点
と
半
壊
と
か

わ
ら
な
い
被
害
も
あ
る
。
判

定
の
仕
方
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、
一
部
損
壊
に
つ
い
て
も

段
階
的
に
検
討
す
る
な
ど
総

合
的
に
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
合
志
市
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
、
町
で
も

実
施
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
今
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
一
部
損
壊
」
被
害
に
も
支
援
を

小林久美子議員

財
政
面
か
ら
難
し
い

答

自
主
防
災
組
織
率
に
つ
い
て

西
本

　組
織
率
81
・
９
％
と

町
と
し
て
の
取
り
組
み
が
見

え
る
が
、
最
終
目
標
値
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
全
て
の
自
治
会

で
組
織
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

防
災
士
育
成
計
画
に
つ
い
て

西
本

　早
い
復
旧
・
復
興
活

動
へ
の
着
手
と
安
心
感
の
共

有
化
の
た
め
に
、
今
後
の
防

災
士
育
成
計
画
を
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
熊
本
地
震
の
直

後
で
、
受
講
希
望
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日

本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得

て
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
も

検
討
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

西
本

　災
害
情
報
の
収
集
伝

達
手
段
で
あ
り
、情
報
に
よ
り

早
期
避
難
が
可
能
と
な
り
、被

害
の
拡
大
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
無
線
を
避
難
行
動

要
支
援
施
設
及
び
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
戸
別
受
信
機
の
無
償

貸
し
付
け
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　
町
内
の
全
世
帯
へ

の
無
償
貸
し
付
け
は
考
え
て
い

な
い
が
、
先
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム

や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
へ

の
福
祉
施

設
へ
の
無
償

貸
し
付
け

は
検
討
し

た
い
。

総
合
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

西
本

　大
津
町
は
、
総
合
情

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、
メ
ー

ル
機
能
を
利
用
し
て
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
、
生
活
に
役

立
つ
行
政
情
報
や
観
光
情
報
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防

災
、
防
犯
情
報
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に

知
ら
せ
て
い
る
。
菊
陽
町
に
お

け
る
導
入
の
可
能
性
は
。

総
務
課
長

　
大
津
町
の
総
合

情
報
メ
ー
ル「
か
ら
い
も
く
ん
」

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
、大

津
町
か
ら
聞
い
て
検
証
す
る
等

し
て
、そ
の
辺
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

西
本

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
は
必
要
不

可
欠
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
確
信
し
て
い
る
が
、町
は
新

た
な
情
報
提
供
の
方
法
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
管
理
に
は

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
流
言
飛
語

に
対
す
る
情
報
の
選
別
の
た
め

の
体
制
整
備
や
、
情
報
の
選

別
の
考
え
方
や
基
準
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
の
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
警
察

等
と
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
本

　情
報
の
扱
い
方
、
提

供
は
慎
重
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。
物
事
が
発
生
し
た
と

き
に
、
誤
っ
た
情
報
を
否
定
す

る
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
角
度
を
変
え
た

検
討
を
願
い
た
い
。

総
務
課
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
は

情
報
の
選
別
と
体
制
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
防
災
士
育
成
計
画
を

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

西本  友春議員

日
本
防
災
士
機
構
の
協
力
を
得
て
独
自
に

開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い

答

住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

甲
斐

　
（
仮
称
）
光
の
森
多

目
的
広
場
は
本
年
度
で
債
務

の
返
済
が
完
了
す
る
。
使
途

は
決
ま
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長

　
年
度
当
初

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
か
か
る
予
定
が
震
災

の
た
め
に
取
り
か
か
れ
な
か

っ
た
。

　武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
に
伴
う
代
替
地

と
し
て
、
ま
た
20
棟
の
仮
設

住
宅
も
建
築
さ
れ
た
の
で
、

向
こ
う
２
年
間
は
こ
れ
ら
と

並
行
し
て
住
民
と
も
相
談
し

つ
つ
計
画
を
立
て
る
。

甲
斐

　
旧
武
蔵
ヶ
丘
支
所
の

跡
地
は
何
に
使
う
の
か
。

西
部
支
所
長

　
現
在
、
駐
車

場
は
武
蔵
ヶ
丘
第
一
保
育
園

の
職
員
駐
車
場
と
し
て
、
建

物
は
災
害
用
備
蓄
物
資
の
倉

庫
と
し
て
使
用
中
。

　将
来
の
使
途
に
つ
い
て
は

町
の
総
合
計
画
等
と
の
整
合

性
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
決
定

し
た
い
。

Ｈ　
年
ま
で
に
は
実
現
図
る

甲
斐

　
犯
罪
防
止
の
た
め
の

警
察
施
設
の
誘
致
は
進
ん
で

い
る
か
。

総
務
課
長

　
町
か
ら
設
置
場

所
や
方
法
等
に
つ
い
て
提
案

し
つ
つ
進
め
て
い
る
。
熊
本

市
北
区
と
合
志
市
を
管
轄
す

る
新
た
な
警
察
署
が
で
き
る

Ｈ
30
年
度
前
に
は
ど
う
に
か

し
た
い
。

包
括
支
援
Ｃ
・
渋
滞
の
緩
和

甲
斐

　
高
齢
者
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
困
り
ご
と
を
相
談
で

き
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 旧武蔵ヶ丘支所

支
所
を
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
で
き
な
い
か
。

介
護
保
険
課
長

　
西
部
地
区

に
お
い
て
は
、
武
蔵
ヶ
丘
団

地
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支
援

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
つ

い
て
は
住
民
に
一
層
の
周
知

を
は
か
り
た
い
。

甲
斐

　
高
速
道
路
か
ら
東
を

め
ざ
す
二
つ
の
道
路
構
想
の

今
後
及
び
西
部
地
区
の
交
通

混
雑
を
解
消
す
る
方
策
は
。

建
設
課
長

　
前
者
は
用
地
の

買
収
等
多
額
の
財
源
を
必
要

と
す
る
等
か
ら
検
討
は
し
て

い
る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　交
通
混
雑
解
消
に
つ
い
て

は
公
共
交
通
機
関
の
充
実
等

混
雑
の
低
減
策
を
立
て
つ
つ

道
路
の
改
善
は
県
と
も
連
携

し
て
対
応
す
る
。

町
づ
く
り
の
諸
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
は

甲斐  榮治議員

各
問
い
に
つ
い
て
の
答
は
左
の
通
り
で
あ
る

答

避
難
所
等
の
安
全
確
認
及
び

開
設
の
判
断
は
適
正
か

総
務
課
長

　
耐
震
補
強
を
し
、

職
員
が
安
全
点
検
を
行
っ
た

あ
と
に
開
錠
、開
設
し
た
。若

干
時
間
を
要
し
た
が
、様
々
な

判
断
の
も
と
適
切
で
あ
っ
た
。

中
岡

　
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
や
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
Ｈ
Ｕ
Ｇ
な
ど
の

訓
練
は
、有
効
で
あ
る
。ま
た
、

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
昨
年
、
光
の
森
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
会
で

実
施
し
て
い
る
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運

営
し
た
が
、
今
後
は
、
指
定

避
難
所
の
み
な
ら
ず
地
区
の

公
民
館
も
避
難
所
と
し
て
機

能
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
訓
練

も
実
施
し
た
い
。

中
岡

　
大
規
模
災
害
時
に
は

避
難
所
運
営
に
関
し
て
公
助

の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
前
も
っ
て
様
々
な
協
力

者
を
募
る
必
要
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　
避
難
所
運
営
は
、

災
害
対
策
本
部
指
揮
の
も
と

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。

交
代
制
で
業
務
記
録
を
義
務

づ
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

運
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

中
岡

　
各
避
難
所
を
回
っ
た

が
、
運
営
の
内
容
、
責
任
者

の
考
え
が
違
う
の
で
は
。

総
務
課
長

　
発
災
当
初
は
、

必
ず
正
職
員
が
つ
い
て
お
り
、

１
ヵ
月
後
は
、
臨
時
職
員
が

昼
間
、
正
職
員
が
夜
間
の
対

応
を
行
っ
た
。

中
岡

　
救
援
物
資
の
格
差
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
発
災
後
、
指
定

避
難
所
を
中
心
に
給
食
支
援

を
し
た
。
そ
の
後
、
区
長
等

の
地
域
役
員
に
物
資
の
配
給

を
お
願
い
し
た
。
３
日
間
は
、

自
分
で
の
食
糧
の
備
蓄
が
大

事
で
あ
る
。

福
祉
避
難
所
運
営
や
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
に
対
し
て
の
考
え

方
及
び
今
後
の
課
題
は

介
護
保
険
課
長

　
地
域
防
災

計
画
で
は
、
町
指
定
が
７
ヵ

所
、
そ
の
他
に
４
ヵ
所
で
あ

っ
た
が
、
使
用
で
き
な
い
状

況
も
あ
っ
た
。
今
回
は
別
の

部
屋
を
確
保
し
て
支
援
し
た
。

今
後
は
、
長
期
化
を
含
め
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
た
運
営
に
努
め
た
い
。

　ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い

て
は
、
今
回
は
、
同
居
を
認

め
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

今
後
は
、
屋
外
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
飼
育
し
て
も
ら
う

よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
。

○
青
パ
ト
の
貸
し
出
し
は
。

○
安
全
安
心
掲
示
板
の
設
置
。

避
難
所
運
営
は
適
正
で
あ
っ
た
の
か

中岡  敏博議員

開
設
に
若
干
時
間
を
要
し
た
が
、
適
切
に

行
っ
た

答

30

避難所のようす
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災害復興支援特別委員会　現地視察状況
平成２８年７月１４日（木）

１．平成28年度の水は供給できるが来年度の供給は、大切畑ダムからの地下送水管を
通水してからの供給がこないと不可能となる。

２．熊本県は、８月～９月にかけて、故障している送水管を復旧し、通水試験を行うと
のこと。

３．供給ができないとなると、白水大地にボーリングをして供給するしか方法がない。
４．通水できたとしても、ダムの防水シートが劣化しており、全面張り替えとなると多

額の費用が必要となる。
５．ダム利用に伴う修復費等を総合的に考えると、ボーリングを行い新たな管路を作り

農家に提供した方が安くつくのではないのかという意見があった。

１．地震発生直後は、取水口の近くに泥がたまり、撤去作業に1日かかった。
２．６月末からの豪雨で、松などの流木が取水口の入り口付近に詰まっている。
３．重機を用いて撤去する。

【家入理事長】　　　　H28.7.14　大菊土地改良区2F会議室
１.白水台地の水の問題は土地改良区としても大きな課題で、大切
畑ダム・深迫ダムについて森山農水大臣及び農水省関連、九州
農政局、県の方にも出向いて打合せを行った。県としても水の
責任はとるとのことで、８月中には九州農政局と打ち合わせ、
12月には負担金を含む色々な問題について、国に最終的な意
見を述べた後に地元説明に入る流れ。

２.上井手・下井手は本工事での復旧で政府の農業農政部会が調査
すると共に工事状況の確認も行う。

【各理事から】
１.大切畑ダム～深迫ダムまでくることの説明だったが、深迫
ダム～白水大地までの本管工事は老朽化で毎年４～５ヵ所を
修復しなくてはならない。全面的修復には試産的に16億円で

何年かかるか解らない状況である。行政の補助を受けながら土
地改良区も負担している。大切畑ダムは5つの取水口があり、
現状維持では下部取水口からの水はこない。白水台地は
340haで来年の１月までに水がこなければ農業経営が成り立
たない。白水台地は水が命。人も水が命であるから県政への
訴えをお願いしたい。

２.皆で協議して出てきたのが、安定した水源の確保が一番である
ということで。深迫ダム～白水大地の4.3㎞の本管やり替えを
個人負担と言っても、とても無理な状況がある。また、新たな
水供給のため、井戸を掘って、きれいな水の利用が可能であ
る。現在、試算しているが、ダム存続よりは負担が軽減できる
のではないかと思われる。白水台地は安定した水の供給を大前
提として考え、協議をしている。十分御理解いただきながらよ
ろしくお願いしたい。

【各関係団体の意見や要望を聞き取り】
１.雇用調整は難しく、売上が落ち、赤字の中で雇用の確保を行っ
ている厳しい現状がある。

２.炊き出しをしたかったが、行っていいのか悪いのか情報が取れ
ずとまどった。

３.グループ補助金を申請しようとしたが２社のために、他のグ
ループに入れて頂き申請ができた。

４.現在、地域自治体との連携を進めている。
５.カレンダーを作成したいので、配布については行政の力を借り
たい。

６.被災直後に行政からの依頼で、屋根のブルーシート張り等の
作業を協力したが、今後２回目のブルーシート等の張り替え
等の作業に対する人員確保が難しいのと、日当も考えていた
だきたい。

７.業界における若い担い手がいないので苦慮している。
８.資材の調達で費用が高くなっており、工事価格より仕入れ価格
が高くて工事を請けたら赤字となる。

９.解体は９月頃から着手するが、現在、菊陽町では200件近く
になり、なかなか先が見えてこないのが実状である。

大切畑ダム
１．ダムの堤防左側側面が崩壊していて、そこから

下流の方に流れ出ている。
２．今は梅雨明け前なのでダムから溢れるほど水を

ためている状態。
３．ダム横の橋そのものは崩壊していないが、側道

と道路は大きく陥没し段差が１メートルほどあ
り、復旧工事の大変さが感じられた。

深迫ダム

下井手取水口

上井手取水口は規制のために視察できず

おお きり はた

ふか さこ

大菊土地改良区研修

H28.8.8　商工事業被害　2F会議室

平成28年熊本地震災害復興支援特別委員会の経過

産業建設常任委員　現地視察状況
平成２８年９月９日（金）

上井手取水口

１．震災直後は、取水口（左写真）と水門（右写真）に岩
と泥が堆積した。

２．水門（右写真奥）と堰はコンクリートと石垣でできて
おり、中央部分も崩壊し取水口への流れが確保されな
くなった。

３．堆積した取水口近辺と川の中央部の石等を重機で掘り
起すとともに、取水口部分の復旧と崩壊した堰の部分
も修復を行った。

上井手流域

１．上井手の通水試験日は９月８日（木）。視察は一日後で
白川の水は濁りはないが、通水二日目では途中の泥等
があり、まだ濁った水が流れている。又、通水量は本
年度いっぱいは本格的な通水は行わず消火用の水を
確保する程度を流す予定。

２．家の目の前が崩落しており、復旧のための資材待ちで
復旧までには数ヵ月かかる見込みである。 

３．水路の両サイドは、今年は通水がないためにほとんど
が大豆を植えている。

下井手流域

下井手流域でも水稲以外の作付けも多くなっている。

議会運営委員会で特別委員会の設置を検討する
議長発議で行う
目的　①現状把握　②情報交換　③国、県等へ
の要望活動　④復興支援
名称　平成28年熊本地震災害復興支援特別委
員会
構成　議長を除く全議員

委員会室１ 水６

６月定例会
議長発議にて特別委員会の設置が決まる
委員長　上田茂政　副委員長　西本友春

本会議場２ 木６

第１回特別委員会開催
議題
（１）特別委員会の運営について
（２）熊本地震の被害及び被災者への支援について
執行部からの説明

委員会室１５ 水６

第２回　特別委員会開催
議題
（１）意見書案について
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
農商工事業者の支援事業の特別な措置を求
める意見書案
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
特別な財政措置を求める意見書案
・被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書案

（２）分科会の設置について
全員賛成

委員会室

１４

木
AM

７

(1)農業用施設の被災状況の現地確認
大切畑ダム  ・深迫ダム  ・上井手と取水口
（２）農業用施設の被災状況の説明
土地改良役員　

大菊土地
改良事務所
と現地

PM

第３回　特別委員会開催
議題
（１）熊本地震に起因した相談や離職支援策について
ハローワーク菊池　中村統括職業指導官
（２）商工業者の被災状況について
・商工会　布田会長　野上副会長　後藤副会長
・三里木商工繁栄会　山本会長
・夢街光の森会　甲斐会長
・商工振興協同組合　大島会長
・建築業組合　深山会長
（３）熊本地震からの復旧・復興にむけた取り組

みについて
土木建設業協会　甲斐会長
（４）その他　商工会事務局長

大会議室８ 月８

第４回　特別委員会
議題
（１）振返り事項のまとめ
（２）震災復旧・復興計画策定への取り組み
（３）意見交換
（４）各分科会

12 月９

内　　　　容 備　　考日 曜日月

大切畑ダム

１．ダムからは５ヵ所の取水口があり、通常、貯水量に応じて各取
入口から取り入れを行っている。現在では貯水量が低下してお
り一番下の５番目から取入れている。

２．前回視察の時は満水で、写真右側の堤防が崩壊し流水してい
たが、今は重機による復旧工事を行っている。

３．ダム周辺の歩道もかなり大きく亀裂や段差が発生しており、段
差が１ｍ近くの場所もあった。

貯水池：益城第三ファームポンド

１．送水管の通水試験をしたが、深迫ダム手前の益城第三
ファームポンドの貯水池には届いていない。

２．貯水池の水は緑色をしており、大切畑ダムからの水が届
いても現状の水は畑には撒けないために、現在の水を
廃棄してから新しくきれいな水でないと利用できない。

３．大切畑ダムから深迫ダムへの送水管通水試験日
　　９月５日、６日

おお きり はた
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災害復興支援特別委員会　現地視察状況
平成２８年７月１４日（木）

１．平成28年度の水は供給できるが来年度の供給は、大切畑ダムからの地下送水管を
通水してからの供給がこないと不可能となる。

２．熊本県は、８月～９月にかけて、故障している送水管を復旧し、通水試験を行うと
のこと。

３．供給ができないとなると、白水大地にボーリングをして供給するしか方法がない。
４．通水できたとしても、ダムの防水シートが劣化しており、全面張り替えとなると多

額の費用が必要となる。
５．ダム利用に伴う修復費等を総合的に考えると、ボーリングを行い新たな管路を作り

農家に提供した方が安くつくのではないのかという意見があった。

１．地震発生直後は、取水口の近くに泥がたまり、撤去作業に1日かかった。
２．６月末からの豪雨で、松などの流木が取水口の入り口付近に詰まっている。
３．重機を用いて撤去する。

【家入理事長】　　　　H28.7.14　大菊土地改良区2F会議室
１.白水台地の水の問題は土地改良区としても大きな課題で、大切
畑ダム・深迫ダムについて森山農水大臣及び農水省関連、九州
農政局、県の方にも出向いて打合せを行った。県としても水の
責任はとるとのことで、８月中には九州農政局と打ち合わせ、
12月には負担金を含む色々な問題について、国に最終的な意
見を述べた後に地元説明に入る流れ。

２.上井手・下井手は本工事での復旧で政府の農業農政部会が調査
すると共に工事状況の確認も行う。

【各理事から】
１.大切畑ダム～深迫ダムまでくることの説明だったが、深迫
ダム～白水大地までの本管工事は老朽化で毎年４～５ヵ所を
修復しなくてはならない。全面的修復には試産的に16億円で

何年かかるか解らない状況である。行政の補助を受けながら土
地改良区も負担している。大切畑ダムは5つの取水口があり、
現状維持では下部取水口からの水はこない。白水台地は
340haで来年の１月までに水がこなければ農業経営が成り立
たない。白水台地は水が命。人も水が命であるから県政への
訴えをお願いしたい。

２.皆で協議して出てきたのが、安定した水源の確保が一番である
ということで。深迫ダム～白水大地の4.3㎞の本管やり替えを
個人負担と言っても、とても無理な状況がある。また、新たな
水供給のため、井戸を掘って、きれいな水の利用が可能であ
る。現在、試算しているが、ダム存続よりは負担が軽減できる
のではないかと思われる。白水台地は安定した水の供給を大前
提として考え、協議をしている。十分御理解いただきながらよ
ろしくお願いしたい。

【各関係団体の意見や要望を聞き取り】
１.雇用調整は難しく、売上が落ち、赤字の中で雇用の確保を行っ
ている厳しい現状がある。

２.炊き出しをしたかったが、行っていいのか悪いのか情報が取れ
ずとまどった。

３.グループ補助金を申請しようとしたが２社のために、他のグ
ループに入れて頂き申請ができた。

４.現在、地域自治体との連携を進めている。
５.カレンダーを作成したいので、配布については行政の力を借り
たい。

６.被災直後に行政からの依頼で、屋根のブルーシート張り等の
作業を協力したが、今後２回目のブルーシート等の張り替え
等の作業に対する人員確保が難しいのと、日当も考えていた
だきたい。

７.業界における若い担い手がいないので苦慮している。
８.資材の調達で費用が高くなっており、工事価格より仕入れ価格
が高くて工事を請けたら赤字となる。

９.解体は９月頃から着手するが、現在、菊陽町では200件近く
になり、なかなか先が見えてこないのが実状である。

大切畑ダム
１．ダムの堤防左側側面が崩壊していて、そこから

下流の方に流れ出ている。
２．今は梅雨明け前なのでダムから溢れるほど水を

ためている状態。
３．ダム横の橋そのものは崩壊していないが、側道

と道路は大きく陥没し段差が１メートルほどあ
り、復旧工事の大変さが感じられた。

深迫ダム

下井手取水口

上井手取水口は規制のために視察できず

おお きり はた
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H28.8.8　商工事業被害　2F会議室

平成28年熊本地震災害復興支援特別委員会の経過

産業建設常任委員　現地視察状況
平成２８年９月９日（金）

上井手取水口

１．震災直後は、取水口（左写真）と水門（右写真）に岩
と泥が堆積した。

２．水門（右写真奥）と堰はコンクリートと石垣でできて
おり、中央部分も崩壊し取水口への流れが確保されな
くなった。

３．堆積した取水口近辺と川の中央部の石等を重機で掘り
起すとともに、取水口部分の復旧と崩壊した堰の部分
も修復を行った。

上井手流域

１．上井手の通水試験日は９月８日（木）。視察は一日後で
白川の水は濁りはないが、通水二日目では途中の泥等
があり、まだ濁った水が流れている。又、通水量は本
年度いっぱいは本格的な通水は行わず消火用の水を
確保する程度を流す予定。

２．家の目の前が崩落しており、復旧のための資材待ちで
復旧までには数ヵ月かかる見込みである。 

３．水路の両サイドは、今年は通水がないためにほとんど
が大豆を植えている。

下井手流域

下井手流域でも水稲以外の作付けも多くなっている。

議会運営委員会で特別委員会の設置を検討する
議長発議で行う
目的　①現状把握　②情報交換　③国、県等へ
の要望活動　④復興支援
名称　平成28年熊本地震災害復興支援特別委
員会
構成　議長を除く全議員

委員会室１ 水６

６月定例会
議長発議にて特別委員会の設置が決まる
委員長　上田茂政　副委員長　西本友春

本会議場２ 木６

第１回特別委員会開催
議題
（１）特別委員会の運営について
（２）熊本地震の被害及び被災者への支援について
執行部からの説明

委員会室１５ 水６

第２回　特別委員会開催
議題
（１）意見書案について
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
農商工事業者の支援事業の特別な措置を求
める意見書案
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
特別な財政措置を求める意見書案
・被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書案

（２）分科会の設置について
全員賛成

委員会室

１４

木
AM

７

(1)農業用施設の被災状況の現地確認
大切畑ダム  ・深迫ダム  ・上井手と取水口
（２）農業用施設の被災状況の説明
土地改良役員　

大菊土地
改良事務所
と現地

PM

第３回　特別委員会開催
議題
（１）熊本地震に起因した相談や離職支援策について
ハローワーク菊池　中村統括職業指導官
（２）商工業者の被災状況について
・商工会　布田会長　野上副会長　後藤副会長
・三里木商工繁栄会　山本会長
・夢街光の森会　甲斐会長
・商工振興協同組合　大島会長
・建築業組合　深山会長
（３）熊本地震からの復旧・復興にむけた取り組

みについて
土木建設業協会　甲斐会長
（４）その他　商工会事務局長

大会議室８ 月８

第４回　特別委員会
議題
（１）振返り事項のまとめ
（２）震災復旧・復興計画策定への取り組み
（３）意見交換
（４）各分科会

12 月９

内　　　　容 備　　考日 曜日月

大切畑ダム

１．ダムからは５ヵ所の取水口があり、通常、貯水量に応じて各取
入口から取り入れを行っている。現在では貯水量が低下してお
り一番下の５番目から取入れている。

２．前回視察の時は満水で、写真右側の堤防が崩壊し流水してい
たが、今は重機による復旧工事を行っている。

３．ダム周辺の歩道もかなり大きく亀裂や段差が発生しており、段
差が１ｍ近くの場所もあった。

貯水池：益城第三ファームポンド

１．送水管の通水試験をしたが、深迫ダム手前の益城第三
ファームポンドの貯水池には届いていない。

２．貯水池の水は緑色をしており、大切畑ダムからの水が届
いても現状の水は畑には撒けないために、現在の水を
廃棄してから新しくきれいな水でないと利用できない。

３．大切畑ダムから深迫ダムへの送水管通水試験日
　　９月５日、６日

おお きり はた
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３．重機を用いて撤去する。
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責任はとるとのことで、８月中には九州農政局と打ち合わせ、
12月には負担金を含む色々な問題について、国に最終的な意
見を述べた後に地元説明に入る流れ。

２.上井手・下井手は本工事での復旧で政府の農業農政部会が調査
すると共に工事状況の確認も行う。

【各理事から】
１.大切畑ダム～深迫ダムまでくることの説明だったが、深迫
ダム～白水大地までの本管工事は老朽化で毎年４～５ヵ所を
修復しなくてはならない。全面的修復には試産的に16億円で
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現状維持では下部取水口からの水はこない。白水台地は
340haで来年の１月までに水がこなければ農業経営が成り立
たない。白水台地は水が命。人も水が命であるから県政への
訴えをお願いしたい。

２.皆で協議して出てきたのが、安定した水源の確保が一番である
ということで。深迫ダム～白水大地の4.3㎞の本管やり替えを
個人負担と言っても、とても無理な状況がある。また、新たな
水供給のため、井戸を掘って、きれいな水の利用が可能であ
る。現在、試算しているが、ダム存続よりは負担が軽減できる
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提として考え、協議をしている。十分御理解いただきながらよ
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【各関係団体の意見や要望を聞き取り】
１.雇用調整は難しく、売上が落ち、赤字の中で雇用の確保を行っ
ている厳しい現状がある。

２.炊き出しをしたかったが、行っていいのか悪いのか情報が取れ
ずとまどった。

３.グループ補助金を申請しようとしたが２社のために、他のグ
ループに入れて頂き申請ができた。

４.現在、地域自治体との連携を進めている。
５.カレンダーを作成したいので、配布については行政の力を借り
たい。

６.被災直後に行政からの依頼で、屋根のブルーシート張り等の
作業を協力したが、今後２回目のブルーシート等の張り替え
等の作業に対する人員確保が難しいのと、日当も考えていた
だきたい。

７.業界における若い担い手がいないので苦慮している。
８.資材の調達で費用が高くなっており、工事価格より仕入れ価格
が高くて工事を請けたら赤字となる。

９.解体は９月頃から着手するが、現在、菊陽町では200件近く
になり、なかなか先が見えてこないのが実状である。

大切畑ダム
１．ダムの堤防左側側面が崩壊していて、そこから

下流の方に流れ出ている。
２．今は梅雨明け前なのでダムから溢れるほど水を

ためている状態。
３．ダム横の橋そのものは崩壊していないが、側道

と道路は大きく陥没し段差が１メートルほどあ
り、復旧工事の大変さが感じられた。

深迫ダム
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上井手取水口

１．震災直後は、取水口（左写真）と水門（右写真）に岩
と泥が堆積した。

２．水門（右写真奥）と堰はコンクリートと石垣でできて
おり、中央部分も崩壊し取水口への流れが確保されな
くなった。

３．堆積した取水口近辺と川の中央部の石等を重機で掘り
起すとともに、取水口部分の復旧と崩壊した堰の部分
も修復を行った。

上井手流域

１．上井手の通水試験日は９月８日（木）。視察は一日後で
白川の水は濁りはないが、通水二日目では途中の泥等
があり、まだ濁った水が流れている。又、通水量は本
年度いっぱいは本格的な通水は行わず消火用の水を
確保する程度を流す予定。

２．家の目の前が崩落しており、復旧のための資材待ちで
復旧までには数ヵ月かかる見込みである。 

３．水路の両サイドは、今年は通水がないためにほとんど
が大豆を植えている。

下井手流域

下井手流域でも水稲以外の作付けも多くなっている。

議会運営委員会で特別委員会の設置を検討する
議長発議で行う
目的　①現状把握　②情報交換　③国、県等へ
の要望活動　④復興支援
名称　平成28年熊本地震災害復興支援特別委
員会
構成　議長を除く全議員

委員会室１ 水６

６月定例会
議長発議にて特別委員会の設置が決まる
委員長　上田茂政　副委員長　西本友春

本会議場２ 木６

第１回特別委員会開催
議題
（１）特別委員会の運営について
（２）熊本地震の被害及び被災者への支援について
執行部からの説明
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（１）意見書案について
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める意見書案
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書案

（２）分科会の設置について
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（３）熊本地震からの復旧・復興にむけた取り組

みについて
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（４）その他　商工会事務局長
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（３）意見交換
（４）各分科会
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内　　　　容 備　　考日 曜日月

大切畑ダム

１．ダムからは５ヵ所の取水口があり、通常、貯水量に応じて各取
入口から取り入れを行っている。現在では貯水量が低下してお
り一番下の５番目から取入れている。

２．前回視察の時は満水で、写真右側の堤防が崩壊し流水してい
たが、今は重機による復旧工事を行っている。

３．ダム周辺の歩道もかなり大きく亀裂や段差が発生しており、段
差が１ｍ近くの場所もあった。

貯水池：益城第三ファームポンド

１．送水管の通水試験をしたが、深迫ダム手前の益城第三
ファームポンドの貯水池には届いていない。

２．貯水池の水は緑色をしており、大切畑ダムからの水が届
いても現状の水は畑には撒けないために、現在の水を
廃棄してから新しくきれいな水でないと利用できない。

３．大切畑ダムから深迫ダムへの送水管通水試験日
　　９月５日、６日
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災害復興支援特別委員会　現地視察状況
平成２８年７月１４日（木）

１．平成28年度の水は供給できるが来年度の供給は、大切畑ダムからの地下送水管を
通水してからの供給がこないと不可能となる。

２．熊本県は、８月～９月にかけて、故障している送水管を復旧し、通水試験を行うと
のこと。

３．供給ができないとなると、白水大地にボーリングをして供給するしか方法がない。
４．通水できたとしても、ダムの防水シートが劣化しており、全面張り替えとなると多

額の費用が必要となる。
５．ダム利用に伴う修復費等を総合的に考えると、ボーリングを行い新たな管路を作り

農家に提供した方が安くつくのではないのかという意見があった。

１．地震発生直後は、取水口の近くに泥がたまり、撤去作業に1日かかった。
２．６月末からの豪雨で、松などの流木が取水口の入り口付近に詰まっている。
３．重機を用いて撤去する。

【家入理事長】　　　　H28.7.14　大菊土地改良区2F会議室
１.白水台地の水の問題は土地改良区としても大きな課題で、大切
畑ダム・深迫ダムについて森山農水大臣及び農水省関連、九州
農政局、県の方にも出向いて打合せを行った。県としても水の
責任はとるとのことで、８月中には九州農政局と打ち合わせ、
12月には負担金を含む色々な問題について、国に最終的な意
見を述べた後に地元説明に入る流れ。

２.上井手・下井手は本工事での復旧で政府の農業農政部会が調査
すると共に工事状況の確認も行う。

【各理事から】
１.大切畑ダム～深迫ダムまでくることの説明だったが、深迫
ダム～白水大地までの本管工事は老朽化で毎年４～５ヵ所を
修復しなくてはならない。全面的修復には試産的に16億円で

何年かかるか解らない状況である。行政の補助を受けながら土
地改良区も負担している。大切畑ダムは5つの取水口があり、
現状維持では下部取水口からの水はこない。白水台地は
340haで来年の１月までに水がこなければ農業経営が成り立
たない。白水台地は水が命。人も水が命であるから県政への
訴えをお願いしたい。

２.皆で協議して出てきたのが、安定した水源の確保が一番である
ということで。深迫ダム～白水大地の4.3㎞の本管やり替えを
個人負担と言っても、とても無理な状況がある。また、新たな
水供給のため、井戸を掘って、きれいな水の利用が可能であ
る。現在、試算しているが、ダム存続よりは負担が軽減できる
のではないかと思われる。白水台地は安定した水の供給を大前
提として考え、協議をしている。十分御理解いただきながらよ
ろしくお願いしたい。

【各関係団体の意見や要望を聞き取り】
１.雇用調整は難しく、売上が落ち、赤字の中で雇用の確保を行っ
ている厳しい現状がある。

２.炊き出しをしたかったが、行っていいのか悪いのか情報が取れ
ずとまどった。

３.グループ補助金を申請しようとしたが２社のために、他のグ
ループに入れて頂き申請ができた。

４.現在、地域自治体との連携を進めている。
５.カレンダーを作成したいので、配布については行政の力を借り
たい。

６.被災直後に行政からの依頼で、屋根のブルーシート張り等の
作業を協力したが、今後２回目のブルーシート等の張り替え
等の作業に対する人員確保が難しいのと、日当も考えていた
だきたい。

７.業界における若い担い手がいないので苦慮している。
８.資材の調達で費用が高くなっており、工事価格より仕入れ価格
が高くて工事を請けたら赤字となる。

９.解体は９月頃から着手するが、現在、菊陽町では200件近く
になり、なかなか先が見えてこないのが実状である。

大切畑ダム
１．ダムの堤防左側側面が崩壊していて、そこから

下流の方に流れ出ている。
２．今は梅雨明け前なのでダムから溢れるほど水を

ためている状態。
３．ダム横の橋そのものは崩壊していないが、側道

と道路は大きく陥没し段差が１メートルほどあ
り、復旧工事の大変さが感じられた。

深迫ダム

下井手取水口

上井手取水口は規制のために視察できず

おお きり はた
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大菊土地改良区研修

H28.8.8　商工事業被害　2F会議室

平成28年熊本地震災害復興支援特別委員会の経過

産業建設常任委員　現地視察状況
平成２８年９月９日（金）

上井手取水口

１．震災直後は、取水口（左写真）と水門（右写真）に岩
と泥が堆積した。

２．水門（右写真奥）と堰はコンクリートと石垣でできて
おり、中央部分も崩壊し取水口への流れが確保されな
くなった。

３．堆積した取水口近辺と川の中央部の石等を重機で掘り
起すとともに、取水口部分の復旧と崩壊した堰の部分
も修復を行った。

上井手流域

１．上井手の通水試験日は９月８日（木）。視察は一日後で
白川の水は濁りはないが、通水二日目では途中の泥等
があり、まだ濁った水が流れている。又、通水量は本
年度いっぱいは本格的な通水は行わず消火用の水を
確保する程度を流す予定。

２．家の目の前が崩落しており、復旧のための資材待ちで
復旧までには数ヵ月かかる見込みである。 

３．水路の両サイドは、今年は通水がないためにほとんど
が大豆を植えている。

下井手流域

下井手流域でも水稲以外の作付けも多くなっている。

議会運営委員会で特別委員会の設置を検討する
議長発議で行う
目的　①現状把握　②情報交換　③国、県等へ
の要望活動　④復興支援
名称　平成28年熊本地震災害復興支援特別委
員会
構成　議長を除く全議員

委員会室１ 水６

６月定例会
議長発議にて特別委員会の設置が決まる
委員長　上田茂政　副委員長　西本友春

本会議場２ 木６

第１回特別委員会開催
議題
（１）特別委員会の運営について
（２）熊本地震の被害及び被災者への支援について
執行部からの説明

委員会室１５ 水６

第２回　特別委員会開催
議題
（１）意見書案について
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
農商工事業者の支援事業の特別な措置を求
める意見書案
・平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る
特別な財政措置を求める意見書案
・被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書案

（２）分科会の設置について
全員賛成

委員会室

１４

木
AM

７

(1)農業用施設の被災状況の現地確認
大切畑ダム  ・深迫ダム  ・上井手と取水口
（２）農業用施設の被災状況の説明
土地改良役員　

大菊土地
改良事務所
と現地

PM

第３回　特別委員会開催
議題
（１）熊本地震に起因した相談や離職支援策について
ハローワーク菊池　中村統括職業指導官
（２）商工業者の被災状況について
・商工会　布田会長　野上副会長　後藤副会長
・三里木商工繁栄会　山本会長
・夢街光の森会　甲斐会長
・商工振興協同組合　大島会長
・建築業組合　深山会長
（３）熊本地震からの復旧・復興にむけた取り組

みについて
土木建設業協会　甲斐会長
（４）その他　商工会事務局長

大会議室８ 月８

第４回　特別委員会
議題
（１）振返り事項のまとめ
（２）震災復旧・復興計画策定への取り組み
（３）意見交換
（４）各分科会

12 月９

内　　　　容 備　　考日 曜日月

大切畑ダム

１．ダムからは５ヵ所の取水口があり、通常、貯水量に応じて各取
入口から取り入れを行っている。現在では貯水量が低下してお
り一番下の５番目から取入れている。

２．前回視察の時は満水で、写真右側の堤防が崩壊し流水してい
たが、今は重機による復旧工事を行っている。

３．ダム周辺の歩道もかなり大きく亀裂や段差が発生しており、段
差が１ｍ近くの場所もあった。

貯水池：益城第三ファームポンド

１．送水管の通水試験をしたが、深迫ダム手前の益城第三
ファームポンドの貯水池には届いていない。

２．貯水池の水は緑色をしており、大切畑ダムからの水が届
いても現状の水は畑には撒けないために、現在の水を
廃棄してから新しくきれいな水でないと利用できない。

３．大切畑ダムから深迫ダムへの送水管通水試験日
　　９月５日、６日
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10月8日（土）

9月26日（月）

　10月8日（土）第４回となる、夢街光の森会主催による「光の森 秋祭り」が、光の
森町民センター「キャロッピア」にて開催されました。
　開始時刻頃から、あいにくの雨となりましたが、それでも多くの方が来場されス
テージや屋台を楽しまれていました。
　「光の森 秋祭り」の運営は、夢街光の森会（現在80の企業が参加）の会員だけ
でなく、地域の方々のボランティアにも支えられながら、地域で一体となった運営で
開催されています。
　また、光の森地域だけでなく、菊陽町全体の活性化や地域間の懸け橋になりたい
との願いを込めたイベントを開催したいという思いで取り組まれています。
昨年からは、紙灯篭の制作・展示を行っており、たくさんの子どもたちの作品を並べ
てキャロッピアの体育館内で展
示され、点灯式は幻想的な雰囲
気に包まれていました。
　夢街光の森会の甲斐会長は、
「来年も、更に地域の活性化に
つながる催しを企画したい」と
話されていました。

　気温３０度を超える暑さの中、
熊本地震の被災者支援のために
菊陽町出身の重永亜斗夢選手と石
川遼選手が菊陽南小を訪問。

　４～６年生４２人とスナッグゴルフなどで交流しました。
　２人が力強いショットを飛ばすと、「すごい」「めっちゃ飛んだ」などの歓
声が上がりました。その後、教室で児童たちと給食のカレーを食べました。
　重永選手は「子ども達がすごく喜んでくれた。あの笑顔を見ていると、
自分がゴルフで活躍するのはもちろんですが、こういうふれあいをこれ
からも続けていきたい」と語りました。
　午後からは両選手が『夢を持とう』と題して、夢を持つことの大切さを
語りかけました。

光の森　秋祭り

プロゴル
ファーが菊陽南小学校へ

スナッグゴルフはむずかしかっ
たけど、点に当たってよかった。
記者の人たちが石川選手とか重永選手をとるカ
メラの音がすごかった。

スナッグゴルフをする前は、うまくできるか心
配でした。『ローラー』とか『ランチャー』を
練習しました。最後に2人のプロと対決する時、
私は少しこわくて手をあげませんでした。でも
しゅうたろう君もぎんじ君もじょうずでびっく
りしました。夢を持とうのお話しを聞いて、石
川プロは小 1から、重永プロは小３からずっと

今までゴルフ続けているので、
とてもすごいと思います。私
もこれからいろいろ挑戦して
いきたいと思いました。

子どもたちのお話
し

菊陽南小5年　神﨑 桐子さん

菊陽南小5年　堀部 智世さん

平成28年度２回菊陽町議会定例会（６月議会）
 付議事件

承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町税条例等の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町災害見舞金支給条例の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ５ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成27年度菊陽町一般会計補正予算（第６号））

承 認 第 ６ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第１号））

承 認 第 ７ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号））

議 案 第 3 2 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第２号）について

議 案 第 3 3 号 平成28年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議 案 第 3 4 号 町道路線の認定について

報 告 第 １ 号 平成27年度菊陽町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報 告 第 ２ 号 平成27年度菊陽町下水道事業会計予算繰越計算書について

諮 問 第 １ 号 人権擁護員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて

■賛否表 ○は賛成　●は反対　棄は棄権　除は除斥　欠は欠席　早は早退

議案番号等
結

　果

表決数 大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡　本

吉

　山

北

　山

坂
本
秀

石

　原

岩

　下

大

　塚

川

　俣

上

　田

小

　林

甲

　斐賛成 反対

承 認 ２ 号 承認 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

承 認 ３ 号 承認 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

承 認 ４ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ５ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ６ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ７ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 2 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 3 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 4 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問 １ 号 適任 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第28年第１回菊陽町議会臨時会（７月14日（木））
 付議事件

議 案 第 3 5 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）について

発 委 第 １ 号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る農商工業者の支援事業の特別な措置を求める意見書案について

発 委 第 ２ 号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書案について

発 委 第 ３ 号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書案について

平成28年第２回菊陽町議会臨時会（８月８日（月））
 付議事件

承 認 第 ８ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町介護保険条例の一部改正する条例の制定）

議 案 第 3 6 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第４号）について

議 案 第 3 7 号 工事請負契約の締結について（菊陽北小学校校舎増築工事（建築））

　平成28年第１回、及び第２回菊陽町議会臨時会は両会とも全員賛成で可決・承認された。

12No.89

10月8日（土）

9月26日（月）

　10月8日（土）第４回となる、夢街光の森会主催による「光の森 秋祭り」が、光の
森町民センター「キャロッピア」にて開催されました。
　開始時刻頃から、あいにくの雨となりましたが、それでも多くの方が来場されス
テージや屋台を楽しまれていました。
　「光の森 秋祭り」の運営は、夢街光の森会（現在80の企業が参加）の会員だけ
でなく、地域の方々のボランティアにも支えられながら、地域で一体となった運営で
開催されています。
　また、光の森地域だけでなく、菊陽町全体の活性化や地域間の懸け橋になりたい
との願いを込めたイベントを開催したいという思いで取り組まれています。
昨年からは、紙灯篭の制作・展示を行っており、たくさんの子どもたちの作品を並べ
てキャロッピアの体育館内で展
示され、点灯式は幻想的な雰囲
気に包まれていました。
　夢街光の森会の甲斐会長は、
「来年も、更に地域の活性化に
つながる催しを企画したい」と
話されていました。

　気温３０度を超える暑さの中、
熊本地震の被災者支援のために
菊陽町出身の重永亜斗夢選手と石
川遼選手が菊陽南小を訪問。

　４～６年生４２人とスナッグゴルフなどで交流しました。
　２人が力強いショットを飛ばすと、「すごい」「めっちゃ飛んだ」などの歓
声が上がりました。その後、教室で児童たちと給食のカレーを食べました。
　重永選手は「子ども達がすごく喜んでくれた。あの笑顔を見ていると、
自分がゴルフで活躍するのはもちろんですが、こういうふれあいをこれ
からも続けていきたい」と語りました。
　午後からは両選手が『夢を持とう』と題して、夢を持つことの大切さを
語りかけました。

光の森　秋祭り

プロゴル
ファーが菊陽南小学校へ

スナッグゴルフはむずかしかっ
たけど、点に当たってよかった。
記者の人たちが石川選手とか重永選手をとるカ
メラの音がすごかった。

スナッグゴルフをする前は、うまくできるか心
配でした。『ローラー』とか『ランチャー』を
練習しました。最後に2人のプロと対決する時、
私は少しこわくて手をあげませんでした。でも
しゅうたろう君もぎんじ君もじょうずでびっく
りしました。夢を持とうのお話しを聞いて、石
川プロは小 1から、重永プロは小３からずっと

今までゴルフ続けているので、
とてもすごいと思います。私
もこれからいろいろ挑戦して
いきたいと思いました。

子どもたちのお話
し

菊陽南小5年　神﨑 桐子さん

菊陽南小5年　堀部 智世さん
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　10月8日（土）第４回となる、夢街光の森会主催による「光の森 秋祭り」が、光の
森町民センター「キャロッピア」にて開催されました。
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でなく、地域の方々のボランティアにも支えられながら、地域で一体となった運営で
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平成28年度２回菊陽町議会定例会（６月議会）
 付議事件

承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町税条例等の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町災害見舞金支給条例の一部を改正する条例の制定）

承 認 第 ５ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成27年度菊陽町一般会計補正予算（第６号））

承 認 第 ６ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第１号））

承 認 第 ７ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号））

議 案 第 3 2 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第２号）について

議 案 第 3 3 号 平成28年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議 案 第 3 4 号 町道路線の認定について

報 告 第 １ 号 平成27年度菊陽町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報 告 第 ２ 号 平成27年度菊陽町下水道事業会計予算繰越計算書について

諮 問 第 １ 号 人権擁護員候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて

■賛否表 ○は賛成　●は反対　棄は棄権　除は除斥　欠は欠席　早は早退

議案番号等
結

　果

表決数 大
久
保

阪
本
俊

西

　本

那

　須

佐
々
木

中

　岡　本

吉

　山

北

　山

坂
本
秀

石

　原

岩

　下

大

　塚

川

　俣

上

　田

小

　林

甲

　斐賛成 反対

承 認 ２ 号 承認 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

承 認 ３ 号 承認 16:1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

承 認 ４ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ５ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ６ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承 認 ７ 号 承認 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 2 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 3 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 3 4 号 可決 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問 １ 号 適任 17:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第28年第１回菊陽町議会臨時会（７月14日（木））
 付議事件

議 案 第 3 5 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）について

発 委 第 １ 号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る農商工業者の支援事業の特別な措置を求める意見書案について

発 委 第 ２ 号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書案について

発 委 第 ３ 号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書案について

平成28年第２回菊陽町議会臨時会（８月８日（月））
 付議事件

承 認 第 ８ 号 専決処分の承認を求めることについて（菊陽町介護保険条例の一部改正する条例の制定）

議 案 第 3 6 号 平成28年度菊陽町一般会計補正予算（第４号）について

議 案 第 3 7 号 工事請負契約の締結について（菊陽北小学校校舎増築工事（建築））

　平成28年第１回、及び第２回菊陽町議会臨時会は両会とも全員賛成で可決・承認された。
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スナッグゴルフをする前は、うまくできるか心
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練習しました。最後に2人のプロと対決する時、
私は少しこわくて手をあげませんでした。でも
しゅうたろう君もぎんじ君もじょうずでびっく
りしました。夢を持とうのお話しを聞いて、石
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ありがとうございました
災害時緊急対応をされた皆様　特集①

菊陽町議会だより　平成28年11月第89号　発行 〒869-1192 熊本県菊池郡菊陽町議会　編集 議会広報特別委員会 ☎（096）232-4919

表紙の紹介表紙の紹介

　10月8日（土）に鉄砲小路地区の農道
で開催された、熊本車いすふれあいジョ
ギング大会の1シーンです。

 7月に入居が始まり3ヵ月が過ぎました。
現在19組の家族が入居されています。
仮設住宅で特に困ったことはありません。
　談話室（写真中央）が完成し10月２日町か
らは町長、副町長他４人が出席し入居者総
会を行い、最初にルールを決めました。
　特に駐車場の場所とゴミ出し日程を参
加者全員で確認をしました。

　談話室には日本青年会議所、
熊本県設計コンサルタント協会
などからテレビや冷蔵庫が贈ら
れ、ＡＥＤやキッチン、トイレ
も装備されており満足していま
す。設備も充実しているので交
流の場として多くの人に利用し
てもらいたいと思います。

　第１回目は、屋根にブルーシートを掛ける作業を
被災者でありながら、ボランティアで活動をしてく
ださいました、皆様を代表して、菊陽町建築業組合
の深山組合長に話を聴きました。
　大変な作業であったと思いま
すが、どのようなことに気をつ
けたか、聞かせて下さい。
　困ったことでは、屋根の上の
作業であるためケガをしてはい
けないこと、安全第一を念頭におき保険に加入し
慣れている、慣れていないに関係なく協力しあい、
困っている町の皆さんのためにがんばりました。
　普段の仕事をしながら、どのような流れで取り組
んだのでしょうか。
　５人で１班、これを４班くらい、限られた人数であ
りましたが、皆さん一生懸命手伝ってくれました。
約200件余り、１ヵ月間作業し、その他に台風、大雨
に備えて２次被害防止のための作業が困難でとて
も大変でした。
　うれしかったエピソードは、ありませんか。
　シートを掛けに行った家の方が、私の家まで来て
くれて、助かりましたとのお礼の言葉や料金を支払
いますありがとうございますとの言葉は、当然断り
ましたけどね。とにかく、うれしく思いました。

　ボランティアセンター 甲田様より
　雨が降りずぶ濡れ、炎天のもと瓦が焼けている
状況でも休まず連日汗だくになり
ながら作業をしてくださいました。
（１回目171件、２回目189件）
　各家庭からも多くの感謝の言葉
を頂きましたご協力まことにあり
がとうございました。
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会
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こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
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と
ご
協
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を
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願
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致
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す
。
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た
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●酒井代表の意見
　まずは、お互いに挨拶を大
事にし、心の窓を開きたいです。
更なる交流を深め支えあいな
がら立ち直りたいと思っていま
す。そして１日も早い復旧、復
興を待ち望んでいます。

深山  敏則 組合長

み  やま

み やま

仮設団地の声

代表者
酒井 道治さん
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